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日
中
全
面
戦
争
時
期
の
台
湾
に
お
け
る
国
民
精
神
総
動
員

鄒

燦

は
じ
め
に

一
九
三
七
年
、
日
中
戦
争
の
勃
発
と
そ
の
拡
大
に
伴
い
、
日
本
は
国
家
の
総
力
を
動
員
す
る
戦
時
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
人
員
・

物
資
の
動
員
に
加
え
て
、
自
発
的
な
戦
争
参
加
と
積
極
的
な
銃
後
協
力
を
求
め
る
人
心
の
動
員
を
は
か
り
、
国
民
精
神
総
動
員
運
動

（
以
下
、
精
動
）
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
精
動
は
台
湾
で
も
試
み
ら
れ
た
。
日
中
戦
争
勃
発
時
点
の
台
湾
は
帝
国
日
本
の
一
部
で
あ
り
、
そ
の
位
置
づ
け
が
日
本
の

大
陸
進
出
を
支
え
る
重
要
な
食
糧
庫
か
ら
南
進
政
策
を
遂
行
す
る
た
め
の
「
南
方
国
防
の
第
一
線
」
へ
と
変
更
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

中
国
大
陸
と
の
歴
史
的
な
繫
が
り
を
有
す
る
台
湾
で
は
、
日
本
の
植
民
地
統
治
に
反
発
す
る
動
き
が
絶
え
ず
、
大
陸
復
帰
を
志
向
す
る

動
き
が
台
湾
社
会
に
伏
流
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
植
民
地
台
湾
で
の
精
動
は
、
日
本
の
対
中
作
戦
を
継
続
す
る
上
で
重
要
で
あ
っ
た

が
、
日
本
内
地
よ
り
も
複
雑
な
事
情
を
抱
え
て
い
た
。
本
稿
は
、
日
中
全
面
戦
争
勃
発
後
、
日
本
に
よ
る
精
動
が
台
湾
で
展
開
さ
れ
て

い
っ
た
背
景
と
そ
の
様
相
を
考
察
す
る
。
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日
中
戦
争
下
の
台
湾
に
お
け
る
戦
時
動
員
の
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
、
近
藤
正
己
『
総
力
戦
と
台
湾
：
日
本
植
民
地
崩
壊
の
研

究
』（
刀
水
書
房
、
一
九
九
六
年
）
と
林
継
文
『
日
本
據
台
末
期
（
1930～
1945）
戦
争
動
員
体
系
之
研
究
』（
稲
郷
出
版
社
、
一
九
九

六
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る(1
)。
前
者
は
戦
時
下
の
日
本
に
よ
る
植
民
地
統
治
構
造
と
台
湾
光
復
運
動
の
展
開
を
分
析
し
、
台
湾
に
お
け
る
戦

争
動
員
の
全
体
像
を
描
い
た
。
近
藤
は
、
台
湾
に
お
け
る
戦
時
動
員
が
植
民
地
の
崩
壊
を
も
た
ら
し
た
と
結
論
付
け
た
が
、
皇
民
化
運

動
と
精
動
の
区
別
が
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
く
、
ま
た
両
者
の
相
互
関
係
も
十
分
に
検
討
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
後
者
は
、
日
本

の
対
外
拡
張
戦
略
に
お
け
る
台
湾
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
た
ど
り
、
主
に
経
済
・
政
治
面
に
お
け
る
戦
時
統
制
を
考
察
し
、
日
本
の
戦

争
を
支
え
る
た
め
の
産
業
構
成
の
強
制
的
再
編
が
台
湾
社
会
に
長
期
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
を
主
張
す
る
。
台
湾
島
民
へ
の
精

神
動
員
に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
言
及
し
て
お
ら
ず
、
皇
民
化
運
動
に
つ
い
て
も
戦
時
下
の
「
忠
誠
心
を
動
員
す
る
」
運
動
と
単
純
に
捉
え

て
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
出
版
さ
れ
た
上
記
二
冊
は
、
戦
争
動
員
と
植
民
地
へ
の
支
配
力
に
つ
い
て
相
反
す
る
よ
う
な
結

論
を
出
し
て
い
る
。
前
者
は
「
日
本
に
よ
る
植
民
地
台
湾
の
戦
争
動
員
は
、
植
民
地
統
治
の
な
か
で
帝
国
主
義
支
配
の
相
対
的
低
下
を

も
た
ら
す
要
因
と
な
る(2
)」
と
主
張
し
、
後
者
は
戦
争
動
員
が
「
植
民
地
の
支
配
構
造
に
何
の
変
化
を
も
た
ら
さ
ず
、
支
配
構
造
を
強
化

さ
せ
る
手
段
に
さ
え
な
っ
た(3
)」
と
い
う
。
先
行
研
究
は
、
な
ぜ
相
反
す
る
結
論
を
導
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
は
、
そ
の
原
因
が

先
行
研
究
に
お
け
る
皇
民
化
運
動
の
単
純
な
と
ら
え
方
、
そ
し
て
皇
民
化
運
動
と
精
動
の
混
同
に
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で

は
日
本
の
対
中
戦
争
と
そ
れ
を
支
え
る
た
め
の
精
動
と
い
う
内
地
の
状
況
を
踏
ま
え
、
台
湾
の
皇
民
化
運
動
と
精
動
に
つ
い
て
詳
し
い

比
較
分
析
を
行
う
。
ま
た
、
精
動
と
皇
民
化
運
動
と
の
相
互
関
係
を
も
考
察
す
る
こ
と
で
、
台
湾
の
戦
争
動
員
と
日
本
の
植
民
地
支
配

と
の
関
係
に
つ
い
て
も
議
論
を
試
み
た
い
。
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第
一
章

日
中
開
戦
：
皇
民
化
運
動
を
取
り
巻
く
新
情
勢

第
一
節

小
林
躋
造
と
「
皇
国
民
精
神
強
化
運
動
」

一
九
三
六
年
九
月
二
日
、
海
軍
大
将
（
予
備
役
）
の
小
林
躋
造
が
台
湾
総
督
に
就
任
し
た
。
こ
れ
は
一
九
一
九
年
に
始
ま
っ
た
文
官

総
督
時
代
の
終
焉
で
あ
り
、
台
湾
が
再
び
武
官
総
督
制
時
代
に
入
っ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
事
調
整
は
、
一
ヶ
月
前
の

五
相
会
議
で
決
定
さ
れ
た
「
東
亜
大
陸
に
お
け
る
帝
国
の
地
歩
を
確
保
す
る
と
共
に
南
方
海
洋
に
進
出
発
展
し
」「（
そ
れ
に
）
要
す
る

国
防
軍
備
を
充
実
す(4
)」
と
い
う
「
根
本
国
策
」
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
林
総
督
着
任
後
、
文
官
総
督
時
代
の
相
対
的
に
穏
や
か
な
教
化
政
策
を
一
変
さ
せ
て
、
台
湾
を
日
本
南
進
の
基
地
と
し
て
建
設
す

る
た
め
に
、「
南
方
政
策
の
基
調
は
台
湾
本
島
民
の
皇
民
化
と
産
業
の
工
業
化
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ(5
)」
と
主
張
し
、「
皇
国
民
精
神
強
化

運
動
」
の
展
開
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た(6
)。
こ
の
時
点
で
「
皇
民
化
運
動
」
の
主
な
目
的
は
、
台
湾
軍
か
ら
の
要
望
も
取
り
入
れ
な
が

ら
、
台
湾
人
に
「
帝
国
の
国
防
上
」
に
お
け
る
台
湾
の
重
要
性
を
認
識
さ
せ
て
、「
国
防
思
想
」
を
普
及
す
る
こ
と
に
あ
っ
た(7
)。
日
本

の
南
進
拠
点
と
位
置
付
け
ら
れ
た
台
湾
は
、
経
済
・
政
治
・
軍
事
の
全
て
に
お
け
る
重
要
性
が
今
後
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
に
な
り
、

台
湾
人
に
よ
り
一
層
皇
国
民
と
し
て
の
自
覚
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
皇
民
化
政
策
に
つ
い
て
は
、「
国
体
の
本
義
を
明
徴
に
す
る
た
め
、
各
地
に
修
練
所
を
設
け
て
講
習
会
を
開
い
た
り
、

初
等
教
科
書
を
改
訂
し
て
日
本
精
神
の
宣
明
に
努
め
、
本
島
人
に
公
民
教
育
を
施
し
」「
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
更
に
一
歩
を
進
め

て
一
街
一
庄
に
必
ず
一
社
の
神
社
を
建
立
す
る
こ
と
、
島
民
の
随
喜
渇
仰
に
依
っ
て
従
来
多
年
の
風
習
で
あ
っ
た
家
屋
の
入
口
正
面
に

設
け
ら
れ
て
居
た
仏
壇
を
撤
去
し
、
之
に
代
ら
し
む
る
に
『
天
照
皇
大
神
』
の
掛
軸
と
、
白
木
造
り
の
宮
居
を
以
て
せ
し
め
、
朝
暮
に

浄
燈
を
献
じ
て
礼
拝
せ
し
む
る
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る(8
)。
要
す
る
に
、
基
礎
教
育
や
社
会
教
育
を
手
段
と
し
て
日
本
固
有
の
精
神
的
な

日中全面戦争時期の台湾における国民精神総動員
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も
の
を
台
湾
人
に
持
た
せ
、
信
仰
や
旧
慣
な
ど
の
改
変
を
通
じ
て
台
湾
人
固
有
の
心
性
を
取
り
除
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
前
、
上
記
の
皇
民
化
政
策
が
全
て
実
施
に
移
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
地
方
か
ら
は
国
語
普
及
や
正
庁
改

善
、
寺
廟
整
理
へ
の
着
手
が
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
九
三
七
年
四
月
一
日
、
総
督
府
の
指
令
に
よ
り
、『
台
湾
日
日
新
報
』
を
含
め
た

日
刊
新
聞
の
漢
文
欄
廃
止
が
実
施
さ
れ(9
)、
同
時
に
学
校
教
育
の
中
の
漢
文
授
業
が
一
切
停
止
さ
れ
る
な
ど(10
)、
日
本
語
の
普
及
を
台
湾
社

会
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
た
。

一
九
三
七
年
七
月
七
日
に
勃
発
し
た
盧
溝
橋
事
件
を
き
っ
か
け
に
、
日
中
両
国
は
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
。
日
中
戦
争
の
勃
発
と
そ

の
拡
大
に
つ
い
て
、
小
林
総
督
は
回
想
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。「
台
湾
へ
着
任
後
一
年
な
ら
ず
し
て
北
支
事
変
が
突
発
し
た
。

予
て
北
支
の
上
空
に
は
暗
雲
低
迷
し
形
勢
不
穏
で
、
昭
和
十
一
年
の
な
つ
で
あ
っ
た
か
同
地
方
を
視
察
し
た
末
次
（
信
正
）
大
将
は
、

近
く
日
支
開
戦
を
見
る
に
至
る
べ
し
と
予
言
し
た
程
で
は
あ
っ
た
が
、
自
分
は
満
洲
国
の
事
態
確
立
せ
ざ
る
今
日
、
果
て
し
な
き
泥
沼

の
よ
う
な
支
那
と
事
を
構
ふ
る
が
如
き
は
具
眼
の
士
の
与
見
せ
ざ
る
所
と
し
て
、
余
ま
り
こ
の
予
言
に
重
き
を
置
い
て
居
な
か
っ
た
の

で
、
全
く
自
分
に
は
事
変
の
突
発
で
あ
っ
た(11
)」。「
突
発
事
件
」
な
の
で
、「
南
方
へ
の
平
和
的
進
出(12
)」
と
い
う
小
林
着
任
後
の
政
策
構

想
に
基
づ
い
た
皇
民
化
政
策
は
、
そ
れ
以
前
の
同
化
政
策
よ
り
厳
し
い
も
の
で
あ
る
が
、
対
中
戦
争
へ
の
対
応
や
戦
時
体
制
の
構
築
な

ど
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
日
中
の
開
戦
は
台
湾
の
既
定
の
皇
民
化
政
策
に
急
遽
、
大
き
な
変
更
を
迫
る
も
の

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節

盧
溝
橋
事
件
の
勃
発
と
輿
論
管
理
の
強
化

盧
溝
橋
事
件
勃
発
直
後
、
台
湾
軍
司
令
部
は
一
九
三
七
年
七
月
一
一
日
に
い
ち
早
く
「
北
支
事
変
」
に
関
す
る
公
式
声
明
を
発
表
し

た(13
)。
そ
の
後
、
事
変
に
対
す
る
中
国
側
の
輿
論
上
の
対
応
と
雰
囲
気
の
推
移
を
連
日
調
査
し
、
中
国
側
の
宣
伝
を
信
じ
な
い
よ
う
に
全
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島
民
へ
の
警
告
や
勧
告
を
発
し
た(14
)。
そ
の
中
で
は
特
に
、「（
一
）
新
聞
に
注
意
し
支
那
側
の
荒
唐
無
稽
な
る
宣
伝
や
巷
間
の
噂
な
ど
を

過
信
し
な
い
で
欲
し
い
、（
二
）
成
る
可
く
ラ
ジ
オ
の
受
信
機
を
整
備
し
て
正
確
な
情
報
を
聴
取
し
且
つ
之
を
近
所
に
普
及
し
て
貰
い

度
い
、
軍
は
機
密
に
亘
る
事
の
外
つ
と
め
て
情
報
を
発
表
す
。（
三
）
軍
の
意
図
を
故
意
に
、
又
は
偶
然
に
歪
曲
し
て
流
布
す
る
向
に

対
し
て
は
特
に
注
意
し
て
欲
し
い
、（
中
略
）
如
何
な
る
事
態
が
突
発
し
て
も
決
し
て
喧
騒
動
揺
し
て
は
な
ら
ぬ(15
)」
と
強
調
し
て
い
る
。

一
方
で
、「
島
内
社
会
情
勢
は
表
面
平
静
な
る
か
の
如
き
も
、
支
那
の
強
国
な
る
か
の
如
く
誤
信
し
あ
る
も
の
、
帝
国
の
主
張
の
如
何

に
公
明
な
る
か
を
進
ん
で
理
解
せ
ん
と
す
る
熱
意
な
き
も
の
、
甚
だ
し
き
は
支
那
の
態
度
に
も
多
少
の
理
由
あ
る
や
う
に
噂
す
る
も
の

等
、
皇
国
臣
民
と
し
て
不
謹
慎
な
る
も
の
を
散
見
す
る
は
遺
憾
と
す
る
所
な
り(16
)」
と
厳
し
い
見
方
も
し
て
い
た
。

軍
司
令
部
に
よ
る
輿
論
へ
の
注
意
喚
起
に
呼
応
し
、
総
督
府
は
一
四
日
に
諭
告
に
相
当
す
る
総
督
声
明
を
公
表
し
た
。
そ
の
中
心
的

な
内
容
は
、「
本
島
に
対
し
て
は
地
理
的
関
係
上
既
に
支
那
側
よ
り
理
非
曲
直
を
転
倒
せ
る
逆
宣
伝
の
放
送
さ
る
る
も
の
あ
る
も
、
島

民
は
之
等
の
流
言
浮
説
に
惑
は
さ
る
る
が
如
き
こ
と
無
く
」、「
本
島
民
は
能
く
当
局
を
信
頼
し
其
の
指
示
に
従
ひ
安
じ
て
各
自
の
業
務

に
当
り
軽
挙
妄
動
す
る
が
如
き
こ
と
は
絶
対
に
避
け
国
民
と
し
て
の
本
務
を
尽
す
こ
と
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ

た(17
)。
ま
た
同
日
、
小
林
総
督
は
事
件
の
解
決
に
対
す
る
日
本
政
府
の
方
針
と
誠
意
を
台
湾
の
官
民
間
に
徹
底
し
、「
流
言
飛
語
」
を
抑

え
る
た
め
に
言
論
報
道
界
に
協
力
を
求
め
る
談
話
を
発
表
し
た(18
)。

七
月
一
四
日
、
時
局
の
重
大
化
に
対
応
し
、
島
内
の
輿
論
管
理
を
強
化
す
る
機
関
と
し
て
、
総
督
府
は
府
内
に
情
報
委
員
会
（
八
月

二
五
日
に
臨
時
情
報
部
に
変
更
）
を
新
設
す
る
決
定
を
し
た(19
)。
同
委
員
会
は
「
警
務
局
長
を
主
任
と
し
、
文
書
、
保
安
、
地
方
、
逓
信

部
監
理
の
四
課
長
を
以
て
組
織
さ
れ
、
文
書
課
小
澤
事
務
官
が
幹
事
と
な
り
軍
部
と
確
実
な
る
提
携
を
図
り
つ
つ
、
更
に
外
部
就
中
言

論
機
関
及
び
地
方
庁
と
の
連
絡
を
密
に
し
進
ん
で
、
委
員
会
を
通
じ
て
時
局
の
推
移
と
本
島
内
外
の
情
勢
の
変
化
を
島
民
に
徹
底
せ
し

め
以
て
治
安
維
持
に
万
全
を
期
す
る
事
に
な
っ
た
。
尚
時
局
に
鑑
み
今
後
は
定
例
部
局
長
会
議
の
外
に
随
時
部
局
長
会
議
を
開
催
し
時

日中全面戦争時期の台湾における国民精神総動員

(阪大法学) 70 (3・4-271）669〔2020.11〕



局
対
応
に
粗
漏
な
き
を
期
す
る
事
と
し
た(20
)」。
こ
こ
で
は
、
情
報
委
員
会
が
総
督
府
と
①
軍
司
令
部
、
②
府
外
の
言
論
機
関
、
③
各
地

方
庁
間
の
連
絡
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
、
設
置
の
主
な
目
的
が
従
来
の
警
察
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
島
内
の
治
安
維
持
と
民

心
動
向
の
把
握
に
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
以
降
、
軍
司
令
部
の
他
に
、
事
変
に
関
わ
る
公
式
発
表
と
島
民
の
時
局
認
識
の
形

成
に
関
す
る
呼
び
か
け
は
、
府
情
報
委
員
会
が
担
う
よ
う
に
な
っ
た(21
)。

軍
司
令
部
と
総
督
府
に
よ
っ
て
、
事
変
に
対
す
る
輿
論
管
理
体
制
が
整
え
ら
れ
る
と
、
地
方
庁
や
ラ
ジ
オ
放
送
局
、
新
聞
社
で
は

「
支
那
の
逆
宣
伝
」
に
対
抗
す
る
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た(22
)。
中
で
も
、「
南
支
」（
華
南
）
即
ち
対

岸
の
動
き
に
非
常
に
関
心
を
払
っ
た
こ
と
が
特
徴
だ
っ
た
。
地
理
的
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
関
係
で
、
台
湾
に
は
福
州
、
厦
門
な
ど

の
租
界
を
往
来
し
活
動
す
る
台
湾
人
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
台
湾
当
局
に
と
っ
て
、
国
防
面
で
華
南
地
域
は
最
も
警
戒
す
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
貿
易
上
で
も
華
北
の
日
中
間
の
戦
火
を
華
南
に
影
響
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
工
夫
が
必
要
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
華
南
地

域
の
逆
宣
伝
や
抗
日
運
動
に
細
心
の
注
意
を
払
う
ニ
ュ
ー
ス
が
多
か
っ
た(23
)。

要
す
る
に
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発
直
後
の
台
湾
当
局
は
、
華
北
の
戦
火
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
へ
の
対
応
と
し
て
、
華
南
を
中
心
と
す

る
中
国
方
面
の
逆
宣
伝
（
抗
日
宣
伝
）
に
対
抗
し
て
、
島
内
の
治
安
維
持
と
生
活
の
安
定
を
図
る
輿
論
管
理
の
強
化
に
専
念
し
た
。
そ

こ
に
は
、
華
北
の
抗
戦
の
気
分
に
影
響
さ
れ
て
活
発
と
な
っ
た
華
南
の
抗
日
運
動
が
、
台
湾
島
内
の
抗
日
勢
力
の
再
起
と
活
躍
に
繋

が
っ
て
い
く
懸
念
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
輿
論
管
理
の
強
化
は
、
治
安
維
持
の
性
格
が
強
く
、
将
来
の
戦
時
体
制
の
構
築
を
な
す
精

神
動
員
の
意
味
は
薄
か
っ
た
の
で
あ
る
。
第
二
次
上
海
事
変
の
勃
発
に
よ
っ
て
日
中
間
の
戦
争
が
華
北
か
ら
華
中
へ
拡
大
す
る
と
、
台

湾
軍
司
令
部
と
総
督
府
は
相
次
い
で
全
島
民
に
告
げ
る
警
告
や
諭
告
を
発
表
し
、「
台
湾
の
防
衛
を
戦
時
体
制
に
転
移
す
る
」
と
公
式

に
声
明
し
た(24
)。
以
降
、
台
湾
当
局
は
島
民
に
対
す
る
本
格
的
な
戦
争
動
員
を
、
日
本
内
地
で
始
ま
っ
た
国
家
総
動
員
に
沿
っ
て
行
う
よ

う
に
な
っ
た
。
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第
二
章

国
民
精
神
総
動
員
の
実
施
と
皇
民
化
運
動
の
加
速

第
一
節

国
民
精
神
総
動
員
の
実
施
と
皇
民
化
運
動
の
戦
時
化

台
湾
当
局
は
盧
溝
橋
事
件
勃
発
以
来
の
事
態
悪
化
に
応
じ
て
輿
論
管
理
を
強
化
し
た
が
、
島
内
の
民
心
動
向
は
依
然
と
し
て
大
き
く

揺
れ
動
き
、
台
湾
人
の
皇
民
化
程
度
が
疑
わ
れ
た
。
以
下
、
台
湾
軍
司
令
部
が
一
九
三
七
年
九
月
一
日
に
作
成
し
た
「
北
支
事
変
ヲ
通

ジ
テ
観
タ
ル
本
島
人
ノ
皇
民
化
ノ
程
度(25
)」
を
み
て
み
よ
う
。

北
支
事
変
ノ
勃
発
以
来
、
本
島
人
モ
亦
各
地
ニ
於
テ
内
地
人
ト
共
ニ
又
ハ
別
箇
ニ
時
局
大
会
又
ハ
懇
談
会
等
ヲ
挙
行
シ
、
断
乎
タ
ル
決
意
ヲ
表
明

シ
、
国
防
恤
兵
金
品
ノ
献
納
等
相
當
蔟
出
シ
、
一
見
挙
国
一
致
的
態
度
ニ
出
テ
在
リ
ト
雖
、
是
等
表
面
的
事
象
ヲ
以
テ
、
直
ニ
一
般
本
島
人
ノ
皇
民

的
自
覚
並
時
局
認
識
ノ
表
徴
ナ
リ
ト
断
定
ス
ル
ハ
頗
ル
早
計
ニ
シ
テ
、
一
部
ヲ
除
キ
自
己
保
身
並
大
勢
順
応
的
観
念
ニ
支
配
セ
ラ
レ
ア
ル
モ
ノ
ト
観

察
セ
ラ
ル
、
即
チ
尚
支
那
側
ノ
実
力
ヲ
過
信
シ
、
依
然
民
族
的
観
念
ヨ
リ
支
那
ヲ
祖
国
視
シ
、
我
国
ヲ
誹
謗
シ
、
支
那
ノ
勝
利
乃
至
台
湾
ノ
支
那
復

帰
ヲ
希
求
ス
ル
者
過
半
ヲ
占
メ
、
且
又
時
局
ニ
有
害
ナ
ル
悪
質
ノ
流
言
猶
絶
エ
サ
ル
状
況
ナ
リ
、
特
ニ
各
地
公
学
校
等
ニ
於
テ
調
査
シ
タ
ル
本
島
人

児
童
ノ
本
事
変
ニ
対
ス
ル
認
識
ノ
程
度
及
感
想
ハ
別
紙
掲
載
ノ
通
リ
ニ
シ
テ
、
之
レ
ニ
依
リ
多
ク
ノ
家
庭
並
隣
人
ノ
言
動
ヲ
知
リ
得
ベ
ク
、
尚
之
レ

ガ
如
何
ニ
純
真
ナ
ル
児
童
ニ
反
影
シ
ツ
ツ
ア
ル
カ
ニ
想
到
ス
ル
ト
キ
ハ
、
誠
ニ
寒
心
ニ
堪
エ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
。

之
レ
ヲ
要
ス
ル
ニ
、
今
次
北
支
事
変
ヲ
通
シ
テ
観
タ
ル
本
島
人
ノ
皇
民
化
ノ
程
度
ハ
寒
心
ニ
堪
エ
ザ
ル
実
情
ニ
シ
テ
、
防
衛
上
苟
安
ヲ
許
サ
ザ
ル

モ
ノ
ア
リ
。

此
事
実
ハ
四
十
年
来
執
リ
来
レ
ル
対
本
島
人
施
政
方
針
ノ
結
果
ニ
シ
テ
、
今
ヤ
其
非
ヲ
覚
リ
、
速
ニ
其
方
針
ヲ
変
更
ス
ヘ
キ
時
機
ナ
リ
、
軍
ハ
戦

時
防
衛
態
勢
ニ
鑑
ミ
、
即
時
総
督
府
ト
協
力
シ
、
断
乎
適
当
ナ
ル
処
置
ヲ
講
ス
ル
ヲ
要
ス
。

（
以
下
、
資
料
の
引
用
は
旧
体
字
を
す
べ
て
新
体
字
に
改
め
た
）
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こ
の
調
査
報
告
は
、
盧
溝
橋
事
件
勃
発
か
ら
一
九
三
七
年
八
月
中
旬
ま
で
の
間
、「
台
湾
憲
兵
隊
長
、
総
督
府
警
務
局
長
、
各
州
知

事
及
び
庁
長
の
通
報
」
に
基
づ
く
情
報
を
、
台
湾
軍
司
令
部
に
よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
中
開
戦
は
台
湾
の
民
心
に

大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
こ
と
が
こ
こ
で
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
平
時
状
態
下
に
進
め
ら
れ
て
き
た
皇
民
化
は
、
戦
時
と
い

う
非
正
常
な
環
境
に
対
応
で
き
ず
、
戦
時
体
制
の
構
築
に
向
け
て
の
更
な
る
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
台
湾
軍
当
局
が
痛
感
し
た
こ
と
も

わ
か
る
。
日
中
戦
争
の
勃
発
が
台
湾
の
皇
民
化
の
緊
急
性
を
一
気
に
高
め
た
こ
と
で
、
台
湾
当
局
は
皇
民
化
運
動
の
強
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
三
七
年
九
月
二
日
、
日
本
政
府
は
戦
局
の
推
移
に
鑑
み
て
、
盧
溝
橋
事
件
以
来
の
日
中
間
の
戦
闘
を
「
支
那
事
変
」
と
命
名
し

た
。
こ
れ
よ
り
、
近
衛
文
麿
内
閣
は
対
中
全
面
戦
争
に
備
え
る
一
環
と
し
て
、「
滅
私
奉
公
」
を
呼
び
か
け
る
精
動
を
は
じ
め
、「
日
本

精
神
の
発
揚
に
よ
る
挙
国
一
致
の
体
現
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
民
心
を
動
員
す
る
た
め
の
時
局
宣
伝
と
国
民
教
化
を
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
た(26
)。
台
湾
に
お
い
て
は
、
精
動
の
要
旨
に
基
づ
き
、
九
月
一
〇
日
総
督
府
内
に
国
民
精
神
総
動
員
本
部
が
設
置
さ
れ
、「
行
政

官
公
衙
中
心
と
な
り
、
関
係
諸
団
体
と
協
力
、
官
民
一
体
の
下
に
、
言
論
機
関
の
活
動
、
ラ
ジ
オ
文
芸
の
利
用
、
講
演
講
習
会
の
開
催
、

実
践
運
動
に
依
る
国
家
報
恩
、
銃
後
の
後
援
等
の
事
項
を
実
施
し
以
て
、
全
島
民
に
し
て
国
策
遂
行
の
決
意
を
固
め
し
め
つ
つ
あ
り
」

と
い
う
実
施
計
画
が
作
成
さ
れ
た(27
)。

そ
の
主
な
る
実
践
事
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

(イ
）
本
島
特
殊
ノ
事
情
ニ
鑑
ミ
国
民
精
神
ノ
徹
底
ヲ
期
ス
ル
為
戦
勝
祈
願
祭
ノ
執
行
、
大
麻
奉
斎
並
正
庁
改
善
、
国
語
普
及
、
旧
慣
陋
習
ノ
改

善
打
破
等
ノ
事
項
ヲ
実
践
セ
シ
メ
、
島
民
皇
民
化
ノ
促
進
ニ
努
メ
。

(ロ
）
非
常
時
経
済
対
策
ヘ
ノ
協
力
事
項
ト
シ
テ
豫
テ
ヨ
リ
実
施
中
ノ
産
業
拡
充
計
画
ノ
促
進
ニ
努
力
シ
、
就
中
棉
花
、
黄
麻
蓖
麻
等
国
家
的
重
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要
農
産
物
ノ
増
産
ヲ
奨
励
シ
、
軍
用
秣
ノ
調
達
ニ
力
ヲ
致
ス
等
内
台
一
致
ノ
実
ヲ
挙
ゲ
ツ
ツ
ア
リ
。

(ハ
）
十
月
十
三
日
ヨ
リ
十
九
日
マ
デ
国
民
精
神
総
動
員
第
一
回
強
調
週
間
、
二
月
十
一
日
ヨ
リ
十
七
日
マ
デ
ヲ
第
二
回
強
調
週
間
ト
シ
、
内
地

ト
対
応
シ
、
緊
密
ナ
ル
連
絡
周
到
ナ
ル
計
画
ノ
下
ニ
、
全
島
民
ヲ
挙
ゲ
テ
緊
張
裡
ニ
終
始
シ
。

以
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
台
湾
で
展
開
さ
れ
た
精
動
の
具
体
的
な
実
践
事
項
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
皇
民
化
政
策
の
内
容
と
重
な
る

も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
島
民
の
戦
争
協
力
を
目
的
と
す
る
精
動
は
、
単
な
る
皇
民
化
の
促
進
を
目
指
す
だ
け
で
な
く
、
皇
民
化
運
動

に
よ
っ
て
銃
後
を
守
る
よ
う
方
向
付
け
ら
れ
た
。
戦
勝
祈
願
祭
の
執
行
や
軍
用
物
資
の
調
達
へ
の
協
力
を
奨
励
す
る
な
ど
が
そ
れ
に
当

た
る
。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
の
皇
民
化
運
動
は
精
動
の
推
進
に
よ
っ
て
加
速
さ
れ
る
と
同
時
に
、
戦
時
動
員
の
色
彩
を
帯
び
る
こ
と
に

な
っ
た
。
一
方
、
台
湾
に
お
け
る
精
動
の
迅
速
な
進
展
は
、
皇
民
化
運
動
の
実
施
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、

次
節
で
詳
述
す
る
。

第
二
節

国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
展
開
を
め
ぐ
る
日
本
内
地
と
台
湾

内
閣
が
精
動
の
実
施
を
決
定
す
る
と
、
日
本
内
地
で
は
国
民
精
神
総
動
員
中
央
聯
盟
と
い
う
政
府
の
外
郭
団
体
が
結
成
さ
れ
、
台
湾

で
は
総
督
府
国
民
精
神
総
動
員
本
部
が
設
置
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
内
地
と
台
湾
の
推
進
機
構
と
な
っ
た
。
前
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
台
湾

総
督
府
国
民
精
神
総
動
員
本
部
の
設
置
は
一
九
三
七
年
九
月
一
〇
日
で
あ
り
、
そ
の
直
後
に
実
施
計
画
が
で
き
あ
が
り
、
直
ち
に
具
体

的
な
精
神
動
員
活
動
が
実
施
さ
れ
始
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
内
地
の
国
民
精
神
総
動
員
中
央
聯
盟
の
結
成
は
一
九
三
七
年
一
〇
月
一

二
日
で
あ
り
、
台
湾
よ
り
一
カ
月
遅
か
っ
た
。
精
動
は
日
本
内
地
か
ら
始
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
、
実
践
面
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
そ
う

で
あ
っ
た
と
限
ら
な
い
。

日中全面戦争時期の台湾における国民精神総動員
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元
国
民
精
神
総
動
員
運
動
事
務
局
員
大
室
政
右
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
れ
ば
、
精
動
は
「
支
那
事
変
は
大
変
な
ん
だ
よ
、
局
地

じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
、
だ
か
ら
国
民
も
し
っ
か
り
よ
く
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
ん
で
す
」。「
そ
の

と
き
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
『
挙
国
一
致
』『
尽
忠
報
国
』『
堅
忍
持
久
』
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な
で

一
緒
に
な
っ
て
ひ
と
つ
国
の
た
め
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
と
思
う
ん
で
す
。
そ
の
内
容
は
、
日
本
精
神
の
高
揚

だ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
ね(28
)」。
つ
ま
り
、
こ
の
精
神
動
員
の
た
め
の
国
民
運
動
は
、
日
中
戦
争
の
厳
重
さ
を
時
局
認
識
と
し
て
国
民

全
体
に
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も
ら
う
必
要
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
実
践
に
移
さ
れ
る
と
、
具
体
的
に
何
を
や
る
べ
き
か
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
運
動
が
開
始
し
た
当
初
は
成
案
が
な
く
、
運
動
に
従
事
す
る
者
も
少
な
く
、
実
際
の
と
こ

ろ
「
な
ん
で
も
」
し
て
み
た(29
)。

日
本
内
地
と
対
照
的
に
、
台
湾
で
は
運
動
推
進
の
組
織
を
い
ち
早
く
整
え
、
実
践
事
項
と
方
法
も
す
っ
き
り
決
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

総
督
府
で
国
民
精
神
総
動
員
本
部
が
設
置
さ
れ
た
後
、「
中
央
本
部
長
に
は
総
務
長
官
、
参
与
に
は
帝
大
総
長
、
総
督
府
局
長
、
台
湾

軍
参
謀
長
、
総
督
府
付
海
軍
武
官
、
そ
し
て
民
間
人
が
任
命
さ
れ
た
。
同
時
に
、
地
方
に
は
州
庁
、
郡
市
、
街
庄
に
そ
れ
ぞ
れ
支
部
、

支
会
を
設
置
し
た
。
支
部
の
支
部
長
に
は
州
知
事
、
副
支
部
長
に
は
内
務
部
長
と
警
務
部
長
が
命
じ
ら
れ
、
民
間
か
ら
は
旧
民
風
作
興

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
を
参
与
に
充
当
す
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
む
ろ
ん
、
本
部
・
地
方
組
織
と
も
当
初
か
ら
行
政
官
公
衙
が
中
心
と

な
っ
た
官
制
組
織
で
あ
っ
た(30
)」。
こ
の
よ
う
に
、
台
湾
が
内
地
よ
り
先
に
精
動
を
き
ち
ん
と
実
践
に
移
せ
た
の
は
、
皇
民
化
運
動
の
実

践
と
そ
れ
に
備
え
た
実
施
網
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
か
ら
だ
と
言
え
る
。

次
に
、
資
料
の
制
限
で
、
一
九
三
七
年
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
「
国
民
精
神
作
興
週
間
」
と
一
九
三
八
年
二
月
に
実
施
さ
れ
た
「
国

民
精
神
総
動
員
第
二
回
強
調
週
間
」
の
二
例
を
挙
げ
て
、
精
動
の
具
体
的
な
展
開
を
め
ぐ
る
日
本
内
地
と
台
湾
の
比
較
検
討
を
試
み
る
。

表
⚑
と
表
⚒
の
対
照
に
よ
り
、
次
の
二
点
が
確
認
で
き
る
。
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表 1 日本内地と台湾における「国民精神作興週間」の実施要綱と実施事項

日本内地 台湾

（一）実施要綱
一、趣旨
「国家興隆ノ本ハ国民精神ノ剛健ニ在リ」ト
宣ヘル聖旨ヲ奉体シ、国民精神作興ニ関スル詔
書渙発ノ記念日タル十一月十日ヲ以テ始マル一
週間ヲ国民精神作興週間トナシ、国民精神総動
員ノ趣旨ニ立脚シテ之ヲ実施スル。
二、名称
国民精神作興週間
三、実施要綱
（イ）国体ノ本義ヲ明ニシ、日本精神ノ体現ヲ
期スルコト
乃チ事変ニ関スル正シキ認識ヨリ出発シ、古
今東西ノ邦国盛衰ノ因由、文化進展ノ跡ヲ究メ、
日本ノ国力、世界ニ於ケル地位、特ニ東亜ニ於
安定勢力トシテノ地位ヲ明ニシ、我ガ国ノ歴史
的使命ノ達成ヲ図ル為、愈々国民精神ノ剛健ヲ
期スルヲ本旨トス。
（ロ）国民精神作興ヲ日常生活ニ具現セシムル
為、各般ノ実践事項ノ実践ヲ強調シ、土地ノ状
況ニ依リ、対象タル人ノ如何ニ応ジ、国民精神
総動員実施ノ情況ニ即シテ適切ナル実施計画ヲ
樹立実行スルコト。
四、実施方法
（一）政府
（イ）国民精神作興ニ関スル一般項目ノ決定
（ロ）週報特輯号ノ発行
（ハ）ポスター、パンフレット等資料ノ作製
（ニ）各省ニ於テ実施スベキ事項ノ決定
（二）国民精神総動員中央聯盟ニ於テ実施スル
ヲ適当トスル事項
（イ）主要都市ニ於テ講演会ヲ開催スルコト
（ロ）道府県及各種団体主催ノ講演会ニ講師
ヲ斡旋スルコト
（ハ）資料ノ作製配布

一、趣旨
国民精神作興ニ関スル詔書並国際聯盟離脱ニ
関スル詔書ノ御趣旨ノ普及徹底ヲ図リ、実践躬
行以テ非常時国民ノ精神ヲ振作シ、国民奮起ノ
意気ヲ喚起シ挙島一致振張ノ実ヲ挙ゲムコトヲ
期ス。
二、指導大綱
イ、国民意識ノ強調徹底ヲ期シ、我帝国ノ大義
ヲ宇内ニ顕揚スル大国民ノ襟度ヲ保タシメ、剛
健ナル国民精神ヲ振作スルコト。
ロ、上下一心文武恪循衆庶率励以テ国民奮起ノ
実ヲ挙グルコト
ハ、自律自省以テ質実剛健ナル生活態度ヲ樹立
シ、国家社会ニ奉仕セシムルノ風ヲ起スコト
ニ、正ヲ履シ中ヲ執リ以テ重大ナル世局ニ処シ、
協戮邁進セシムルコト
ホ、日満親善ノ精神ヲ強化シ、共存共栄以テ世
界平和ノ基礎タラシムルコト
三、期間
詔書渙発記念日タル十一月十日ヲ中心トシ、
十一月七日ヨリ同十三日迄一週間トス。
四、実施事項
十一月十日記念日行事
⚑、各戸必ズ国旗ヲ掲揚スルコト
⚒、左記参照ノ上ナルベク詔書煥発十周年記
念式ヲ挙行スルコト
各市街庄主催ノ下ニ各官衙、教育、教化諸団
体、銀行会社其ノ他ノ諸団体及民間有志ノ参加
ヲ求メ、左ノ次第ニ依リ行フ
開式、国旗掲揚（君ケ代合唱）、遥拝、国民
精神作興詔書及国際聯盟離脱ニ関スル詔書奉読、
式辞、万歳三唱
⚓、当日ヲ克己日トシテ各自身辺ヲ顧ミ克己
忍苦ノ非常時生活訓練ヲナスコト
週間実施事項（左記事項ヲ参酌シテ適宜計画実
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（ニ）其他
（二）実施事項
（1）週間特輯号及パンフレット「八紘一宇ノ
精神」発行配布
（2）講演会、映写会等ノ開催
（3）地方ニ於テハ土地ノ情況ニ依リ、夫々適
切ナル方法ヲ樹立実行ス、而シテ全国民ノ実践
セル主ナル事項ヲ挙グレバ左ノ如シ
（イ）宮城・神宮遥拝、皇陵参拝ヲ行ヒ皇軍
ノ武運長久祈願
（ロ）出征軍人家族、戦死者遺族ノ慰問、同
家業幇助
（ハ）労力奉仕、生活改善、消費節約、貯蓄
実行、国産品使用

施スルコト）
⚑、本週間ヲ起点トシ、国民各自ノ決心ニ依
リ、生活更新ノ実行ヲ期スルコト
⚒、団体的申合ニ依リ適切ナル共同的実行事
項ヲ定メ、其ノ実行ヲ期スルコト
⚓、国語愛用及其ノ普及奨励ヲナルコト
⚔、国民融合協調ノ精神ヲ高調スルコト
⚕、各学校生徒児童及在郷軍人会、青年訓練
所、青少年団、壮丁団、消防組等ニ於テハ夫々
非常時ニ処スル実際訓練ヲ行フコト
⚖、教育教化機関ニ於テハ適当的ナル実行運
動ヲ定メ、一般ニ率先シテ活動ヲナスコト
⚗、教化委員制ノ実施及教化機関ノ普及充実
ヲ図ルコト
⚘、講演会、ラジオ放送、映画会、座談会、
街頭宣伝、ポスター、ビラ等ニ依リ一般民衆ニ
対シ趣旨ノ徹底ヲ図ルコト
⚙、本週間ノ克己ニ節減シ得タル余財ハ額ノ
多少ヲ論ゼズ、国防献金或ハ公共施設費寄附又
ハ各自ノ貯金トナルコト
国民精神作興週間ヲトシ左記教化宣伝資料ヲ刊
行ス
記 部報第七号（国民精神総動員特輯号）

注：「明治節奉祝及国民精神作興週間」（1937年10月19日次官会議決定）、「台湾ニ於ケル国民精神
作興週間」（長浜功編『国民精神総動員運動 民衆教化動員資料集成』第1巻、明石書店1988年、
76-79、332-335頁）より筆者作成。

表 2 日本内地と台湾における「国民精神総動員第二回強調週間」の実施要綱と
実施事項

日本内地 台湾

一、趣旨
興隆日本ノ建設ハ肇国精神ノ顕現ニ在リ、仍
テ事変下ノ紀元節ヲ機トシ、国民精神総動員強
調週間ヲ設定シ、国民精神総動員ノ中核タル国
体観念ノ明徴、日本精神ノ昂揚ヲ強調シ、之ヲ
社会万般ノ上ニ具現セシメントス。
二、名称

一、趣旨
興隆日本ノ建設ハ肇国精神ノ顕現ニ在リ、仍
テ事変下ノ紀元節ヲ機トシ、国民精神総動員強
調週間ヲ設定シ、国民精神総動員ノ中核タル国
体観念ノ明徴、日本精神ノ昂揚ヲ強調シ、之ヲ
社会万般ノ上ニ具現セシメンコトヲ期ス。
二、名称
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国民精神総動員強調週間
三、期間
自昭和十三年二月十一日（紀元節）至同二月
十七日 一週間
四、実施要領
（一）我ガ尊厳ナル国体、宏遠ナル肇国ノ理想、
日本文化ノ精粋ヲ徹底セシメ以テ、日本精神ヲ
昂揚セシメルコト。
（二）我国現下社会各般ニ見ラルル弊害が外国
思想及外国文化ヲ無批判的ニ採リ入レタルコト
ニ因ルモノ多キニ鑑ミ、日本精神発揚ノ根本義
ニ立脚シテ、此ノ際国民ヲシテ深ク之ヲ反省セ
シメ、社会生活ニ於ケル各般ノ弊ノ匡正ニ努メ
シムルコト、特ニ誤マレル個人主義、自由主義、
功利主義、唯物主義ノ打破ニ努メシムルコト。
五、実施方法
（一）紀元節奉祝ニ関スルコト
（イ）官庁学校等ニ於テ奉拝式又ハ祝賀式ヲ
行フニ当リテハ、特ニ前文趣旨ノ徹底ヲ図ルニ
努ムルコト。従来式ヲ挙行セザル向ニ在リテハ
努メテ之ヲ行ハシメ、已ムヲ得ザル事由ニ依リ
挙式セザル向ニ対シテハ右ニ準ズベキ方法ヲ講
ズルコト。
（ロ）市区町村ニ在リテハ市区町村民ノ為、
成ルべク次号ニ掲グル時刻ヲ期シ神社、学校、
公会堂等適当ナル場所ニ於テ祝賀ノ方法ヲ講ジ
テ前文趣旨ノ徹底ヲ図ルコト。
（ハ）当日午前十時ヲ期シ「紀元節奉祝ノ時
間」ヲ設ケ、前各号ノ式典ニ参列セザル一般国
民ハ各家庭其ノ他場所ニ於テ夫々宮城遥拝ヲ行
フコト。
コノ為同時刻ニハ汽笛、サイレン、鐘等ヲ用
ヒ適当ナル周知方法ヲ講ズルコト。
尚ラジオハ同時刻ニ「紀元節奉祝ノ時間」ノ
放送ヲ行フ予定
（二）本週間ノ実施ニ関シ中央ニ於テハ左ノ事
項ヲ実施ス
（イ）政府各庁ハ主管事務ノ中ニ於テ前文趣

国民精神総動員強調週間
三、期間
自昭和十三年二月十一日（紀元節）至同二月
十七日 一週間
四、実施要領
（一）我ガ尊厳ナル国体、宏遠ナル肇国ノ理想、
日本文化ノ精粋ヲ徹底セシメテ、高明雄渾ナル
日本精神ヲ昂揚スルト共ニ、支那事変ヲ転換期
トナス帝国ノ重大ナル立場、東亜安定勢力ノ枢
軸トシテノ使命ヲ確認セシメテ、島民ノ響フ所
ヲ知ラシメ以テ、必成ノ信念ヲ培養シ国運ノ伸
張ニ対スル全島民ノ積極的努力ヲ推進スルコト。
（二）我国現下社会各般ニ見ラルル弊害が外国
思想及外国文化ヲ無批判的ニ採リ入レタル結果
ニ基ク誤レル個人主義、自由主義、功利主義、
唯物主義ニ因ルモノ多キニ顧ミ、日本精神発揚
ノ根本義ニ立脚シテ、此ノ際之ヲ深ク反省セシ
メ、社会生活ニ於ケル各般ノ弊ノ匡正ニ努メシ
ムルハ勿論、特ニ本島社会ノ実情ニ稽ヘ国民精
神ノ涵養振作ヲ阻害スルガ如キ、旧来ノ陋習ヲ
打破シ以テ、一層時局ニ対応スル生活ノ実践ヲ
強化持続セシムルコト。
五、実施方法
（一）紀元節奉祝並ニ建国祭ノ挙行
（イ）官庁学校等ニ於テ奉拝式又ハ祝賀式ヲ
行フニ当リテハ、特ニ前項趣旨ノ徹底ヲ図ルニ
努ムルコト、尚従来式ヲ挙行セザル向ニアリテ
ハ努メテ之ヲ行ハシムルコト。
（ロ）市街庄ニ在リテハ市街庄官民一体トナ
リテ建国祭式典ヲ挙行スルコト。
本年ハ時局ニ鑑ミ特ニ雄渾、厳粛ナル式典ヲ
行ヒ、国威宣揚、皇軍ノ武運長久ヲ祈願スルト
共ニ尽忠報国堅忍持久ノ決意ヲ宣誓スルコト。
（ハ）ラジオハ午前十時ヲ期シ「紀元節奉祝
ノ時間」ノ放送ヲ行フ予定ナレバ、式典ニ参加
セザル一般ハ各家庭其ノ他ノ場所ニ於テ夫々神
宮並ニ皇居ノ遥拝ヲ行フコト。
（ニ）学生、生徒、児童及各種団体ニ於テハ
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旨ノ具現ヲ図ルコト。
（ロ）「週報」特輯号ノ発行、冊子、ポス
ター、ビラ等ノ作成配布ニヨリ周知方法ヲ講ズ
ルコト。
（三）ラジオハ本週間中放送番組ノ特別編成ヲ
行フ予定。
（四）地方ニ於テハ其ノ実情ニ応ジ左ノ各項ヲ
考慮ニ入レ前文趣旨ノ徹底ニ最モ有効ナル施設
ヲ実施スルコト。
（イ）地方実行委員会ヲ開催シ、日本精神ノ
昂揚、社会風潮ノ一新等ニ関スル積極的活動ヲ
促スコト
（ロ）各種団体ノ活動ヲ促シ本運動ノ徹底ヲ
期スルコト
（ハ）学生生徒児童其他ニ於テモ愛国行進其
他団体運動ヲ行フコト
（ニ）国体、日本精神ニ関スル講演会、座談
会等ヲ開催スルコト
（ホ）各種ノ集会行進等ニ於テハ愛国行進曲
ヲ合唱スルコト
（ヘ）運動ノ重点ヲ主トシテ都市ニ置キ、啓
発宣伝ニ遺憾ナキヲ期スルコト

実施事項（文部省）
⚑、本週間設定ノ趣旨徹底ヲ図ル外、本週間中
ハ特ニ支那事変ガ新ナル段階ニ入リタル政府声
明ノ趣旨ノ徹底ヲ図ルタメ訓話、講演会、講習
会、ラジオ、映画、印刷物等凡ユル方法ヲ講ジ
タリ。
⚒、紀元節奉祝ニ関スル奉拝式又ハ祝賀式其ノ
他ノ行事ヲ行フニ当リテハ特ニ憲法発布五十年
ノ記念ノ意義ヲ徹底セシムルニ努メタリ。

神社参拝、愛国行進、其ノ他団体訓練、団体運
動ヲ行フコト。尚集会、行進等ノ場合ニ於テハ
愛国行進歌ヲ合唱スルコト。
（ホ）「建国祭ノ夕」ヲ催シ、建国祭並ニ時
局ニ関スル講演ヲ中心トシ、之ニ劇、映画、音
楽其ノ他ヲ配シテ、一般民衆ノ時局ニ対スル認
識ニ強化スルコト。
（二）国民精神総動員ニ関スル官民協議会、大
会或ハ講演会、座談会等ヲ開催シ、日本精神ノ
発揚、皇民化運動ニ付、既往ノ実績ヲ反省検討
スルト共ニ一層積極的ナル活動ヲ促スコト。
（三）国民精神総動員運動強調日ノ設定
概ネ左記ニ準ジテ強調日ヲ設定シ場所ト対象
トニ応ジテ適当ナル方策ヲ樹立シ之ガ実践ヲ求
ムルコト。
建国ノ日、時局生活ヘノ反省ノ日、出動将兵
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第
一
に
、
一
九
三
七
年
一
一
月
一
〇
日
前
後
に
実
施
さ
れ
る
「
国
民
精
神
作
興
週
間
」
に
お
い
て
、
日
本
内
地
で
は
「
支
那
事
変
」

に
関
す
る
時
局
認
識
の
強
化
と
実
質
的
な
銃
後
支
援
の
実
行
に
重
点
が
置
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
台
湾
で
は
国
民
意
識
の
強
調
と
日
本

精
神
の
発
揚
に
「
国
語
普
及
」
や
「
内
台
一
如
」
な
ど
皇
民
化
運
動
の
内
容
を
盛
り
込
み
な
が
ら
、
内
地
よ
り
戦
時
色
が
薄
い
精
動
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
実
施
事
項
や
方
法
か
ら
見
れ
ば
、
台
湾
の
方
が
よ
り
緻
密
で
洗
練
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
ま
さ

し
く
台
湾
の
精
動
の
迅
速
な
展
開
が
皇
民
化
運
動
の
実
施
を
ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

そ
も
そ
も
、
精
動
は
「
国
民
の
精
神
総
動
員
の
運
動
」
と
「
国
民
精
神
の
運
動
」
の
二
面
性
を
持
っ
て
い
た(31
)。
精
動
が
始
ま
っ
た
ば

か
り
頃
の
内
地
と
台
湾
で
は
、
後
者
に
つ
い
て
は
日
本
精
神
の
涵
養
と
発
揚
で
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
た
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
対
中
戦
争

へ
の
情
熱
を
掻
き
立
て
て
銃
後
の
結
束
を
固
め
る
こ
と
へ
の
理
解
に
必
ず
し
も
歩
調
を
合
わ
せ
ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
は
、

「
支
那
は
島
民
の
祖
先
発
生
の
地
で
あ
り
血
統
的
に
同
胞
の
地
な
の
だ
。
日
本
政
府
の
方
針
と
し
て
は
本
島
人
を
大
陸
の
戦
場
で
の
戦

い
に
は
参
加
さ
せ
な
い
方
針
を
採
っ
て
い
た
」
こ
と
で
、「
内
地
ほ
ど
島
内
に
は
緊
迫
し
た
戦
時
色
は
な
か
っ
た
」
こ
と
に
あ
る(32
)。
そ

し
て
、
精
動
の
ひ
と
つ
の
柱
と
し
て
の
「
国
民
精
神
の
運
動
」
は
、
精
動
が
展
開
さ
れ
る
前
の
台
湾
で
進
め
ら
れ
た
皇
民
化
運
動
の
内

容
と
目
標
に
ほ
ぼ
合
致
し
て
い
た
。
従
来
の
皇
民
化
運
動
の
実
施
を
基
礎
に
し
た
お
か
げ
で
精
動
の
迅
速
な
実
施
が
台
湾
で
実
現
可
能

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
一
九
三
八
年
二
月
一
一
―
一
七
日
に
実
施
さ
れ
た
「
国
民
精
神
総
動
員
第
二
回
強
調
週
間
」
を
見
れ
ば
、
台
湾
で
は
依
然

と
し
て
運
動
実
施
の
主
旨
を
皇
民
化
の
推
進
に
関
連
付
け
て
解
釈
す
る
こ
と
が
見
ら
れ
、
全
体
と
し
て
も
日
本
内
地
と
台
湾
の
精
動
は

歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
、
内
地
に
よ
る
台
湾
統
合
と
い
う
方
向
で
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
国
民
精
神
総
動
員
強
調
週
間
を
紀
元
節
（
二
月
一
一
日
）
前
後
に
実
施
し
た
こ
と
や
、
日
中
戦
争
に
関
す
る

時
局
認
識
の
強
化
と
銃
後
の
戦
争
協
力
を
求
め
る
活
動
が
台
湾
の
精
動
の
中
で
多
く
な
り
、
台
湾
の
戦
時
色
が
徐
々
に
濃
く
な
っ
て
い

日中全面戦争時期の台湾における国民精神総動員
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き
、
式
典
・
ラ
ジ
オ
放
送
な
ど
を
行
う
時
刻
ま
で
内
地
に
一
致
さ
せ
る
こ
と
な
ど
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
統
合
の
動
き
を
反
映
し
た
も

の
だ
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
日
本
軍
に
よ
る
南
京
占
領
と
近
衛
声
明
に
よ
り
、
日
中
戦
争
の
長
期
化
が
決
定
的
と
な
っ
た
た
め
、
長
期

戦
へ
の
心
構
え
を
国
民
全
体
に
求
め
る
必
要
が
生
じ
、
精
動
は
日
本
帝
国
圏
内
で
の
更
な
る
銃
後
動
員
と
挙
国
一
致
の
強
化
を
目
指
す

必
要
に
迫
ら
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
国
民
精
神
総
動
員
中
央
聯
盟
結
成
後
の
制
度
、
組
織
、
人
員
の
充
実(33
)が
重
要
な
背
景
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
台
湾
の
精
動
の
独
自
性
は
最
初
の
段
階
よ
り
弱
く
な
り
、
帝
国
日
本
の
精
動
の
一
地
方
的
な
展
開
に
過
ぎ
な
い

も
の
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
台
湾
の
精
動
の
推
移
は
基
本
的
に
内
地
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
一
九
三

九
年
三
月
末
、
日
本
政
府
は
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
を
設
置
し
て
内
閣
情
報
部
に
そ
の
職
務
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
官
側
の

運
動
に
対
す
る
統
制
を
図
っ
て
精
動
の
強
化
策
を
打
ち
出
し
た(34
)。
四
月
七
日
、
同
委
員
会
は
「
国
民
精
神
総
動
員
新
展
開
の
基
本
方

針
」
を
作
成
し
、
一
〇
日
に
閣
議
で
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
日
本
帝
国
圏
内
で
「
東
亜
新
秩
序
建
設
」
声
明
の
意
義
に
対
す
る
理

解
を
深
め
さ
せ
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
精
動
の
拡
充
強
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、「
次
代
の
中
堅
た
る
べ
き
青
年
竝

に
家
庭
生
活
に
於
て
重
要
な
る
役
割
を
担
ふ
婦
人
の
一
段
の
奮
起
協
力
が
必
要
で
あ
る
」
と
特
に
留
意
す
べ
き
事
項
が
指
摘
さ
れ
た(35
)。

結
果
、
青
年
団
体
が
兵
員
養
成
の
組
織
と
し
て
、
婦
人
団
体
が
日
常
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
銃
後
協
力
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ

れ
、
内
地
か
ら
台
湾
な
ど
の
「
外
地
」
ま
で
、
精
動
を
通
じ
て
メ
ン
バ
ー
の
社
会
中
下
層
へ
の
拡
大
が
急
激
に
進
め
ら
れ
た
。
台
湾
総

督
府
が
一
九
三
九
年
に
青
年
団
の
大
幅
な
拡
大
を
推
進
し
、
青
年
学
校
の
設
置
を
行
っ
た
の
は
そ
の
実
例
で
あ
る(36
)。

し
か
し
、
精
動
が
拡
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
実
態
は
形
骸
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、
機
構
改
組
を
試
み
た
も
の
の
、
一
九
四
〇
年
四

月
末
に
は
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
の
官
制
廃
止
と
い
う
結
果
と
な
っ
た(37
)。
同
年
、
国
民
を
「
動
員
」
す
る
よ
り
も
国
民
の
主
体
的

「
翼
賛
」
を
求
め
る
新
体
制
運
動
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
大
政
翼
賛
会
が
発
足
し
た
。
精
動
は
そ
れ
に
吸
収
さ
れ
て
、
太
平
洋
戦
争
勃
発

後
も
形
を
変
え
な
が
ら
日
本
の
決
戦
体
制
に
備
え
た(38
)。
台
湾
で
も
、
翌
年
に
内
地
の
大
政
翼
賛
会
に
相
当
す
る
団
体
と
し
て
皇
民
奉
公
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会
が
結
成
さ
れ
、
大
東
亜
戦
争
に
関
わ
る
時
局
宣
伝
や
特
別
志
願
兵
制
度
・
徴
兵
制
の
実
施
を
推
進
す
る
主
役
と
な
っ
た
。
以
上
見
て

き
た
よ
う
に
、
日
中
戦
争
勃
発
当
初
は
内
地
と
異
る
精
動
を
推
進
し
た
台
湾
だ
っ
た
が
、
戦
争
長
期
化
以
降
、
そ
の
大
ま
か
な
流
れ
は

内
地
の
そ
れ
と
同
一
歩
調
を
取
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
具
体
的
な
実
施
内
容
に
は
皇
民
化
運
動
と
同
一
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
で
、

精
動
の
台
湾
社
会
に
お
け
る
受
け
止
め
方
は
、
終
始
内
地
と
異
な
る
側
面
を
有
し
て
い
た
。

第
三
章

国
民
精
神
総
動
員
下
の
台
湾
社
会
諸
相

本
章
で
は
台
湾
軍
司
令
部
が
作
成
し
た
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
と
い
う
調
査
報
告
を
主
な
資
料
と
し
て
、
日
中
戦
争
、
皇

民
化
運
動
、
銃
後
の
動
員
活
動
な
ど
に
対
す
る
台
湾
の
一
般
民
衆
の
受
け
止
め
方
を
検
討
す
る
。

精
動
の
展
開
と
皇
民
化
運
動
の
加
速
に
伴
っ
て
、
台
湾
軍
司
令
部
は
時
局
宣
伝
と
戦
時
動
員
の
効
果
、
さ
ら
に
は
皇
民
化
運
動
の
実

態
を
随
時
把
握
す
る
た
め
、
前
述
の
「
北
支
事
変
ヲ
通
ジ
テ
観
タ
ル
本
島
人
ノ
皇
民
化
ノ
程
度
」
の
続
編
と
し
て
、
一
九
三
七
年
一
〇

月
か
ら
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
と
す
る
調
査
報
告
を
月
ご
と
に
作
成
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
確
認
で
き
る
限
り
、
こ
の

調
査
報
告
は
少
な
く
と
も
一
九
四
〇
年
一
〇
月
ま
で
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
連
続
性
の
あ
る
調
査
報
告
集

は
、
台
湾
社
会
の
治
安
を
安
定
さ
せ
る
た
め
の
参
考
用
の
機
密
書
類
で
あ
り
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
隠
蔽
や
取
り
繕
い
、
有
り
も
し
な
い

成
果
の
誇
張
な
ど
は
排
除
さ
れ
や
す
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
付
属
の
調
査
表
は
基
層
社
会
の
個
人
の
意
見
を
表
し
た
豊
富
な

ケ
ー
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
下
か
ら
の
視
点
で
台
湾
社
会
の
実
態
を
考
察
で
き
る
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
本
調
査
報
告

は
主
に
本
島
人
を
相
手
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
高
砂
族
に
関
す
る
情
報
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
台
湾
当
局
の
主
な
警

戒
対
象
は
、
中
国
大
陸
へ
の
心
理
的
連
帯
感
を
持
ち
、
人
口
の
90
％
強
を
占
め
る(39
)漢
民
族
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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第
一
節

日
本
語
を
習
う
か
否
か
：
戦
時
動
員
に
縛
ら
れ
た
皇
民
化
運
動

「
国
語
普
及
」
は
そ
も
そ
も
皇
民
化
運
動
の
重
要
な
内
容
で
あ
り
、
精
動
が
台
湾
で
展
開
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
そ
の
実
施
事
項
の
一

環
と
な
っ
た
。
一
般
民
衆
は
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
た
の
か
。
台
南
州
斗
六
街
在
住
の
農
民
曽
氏
は
、
次
女
が
夜
間
学
校

に
通
っ
て
日
本
語
を
勉
強
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
怒
り
、
近
所
の
人
が
な
だ
め
に
き
た
こ
と
に
対
し
て
、「
吾
々
は
貧
乏
な
り
、
然
る

に
慰
問
金
、
国
防
献
金
、
宴
会
費
と
か
金
を
取
ら
る
る
こ
と
許
り
な
り
、
何
故
吾
々
は
斯
く
も
苦
し
め
る
か
、
夜
学
に
行
き
国
語
等
学

び
必
要
な
し
」
と
反
駁
し
た(40
)。
ま
た
、
高
雄
州
旗
山
郡
在
住
の
あ
る
女
性
李
氏
は
「
女
子
が
国
語
に
熟
達
す
れ
ば
、
人
夫
と
し
て
徴
発

さ
れ
、
炊
事
婦
又
は
洗
濯
婦
と
し
て
戦
地
に
送
ら
れ
る
」
と
い
う
流
言
に
迷
わ
さ
れ
、
日
本
語
の
習
得
を
躊
躇
し
て
い
た(41
)。

一
九
三
七
年
九
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、「
国
語
解
者
は
将
来
徴
発
さ
る
虞
あ
り
と
し
て
、（
一
般
島
民
は
）
其
子
弟
の
公
学
校
退
学
を

申
出
、
或
は
一
時
的
な
り
し
と
は
言
え
、
国
語
講
習
所
の
出
席
率
著
し
く
低
下
な
る
地
方
等
あ
り
」
と
い
う
現
象
が
起
こ
っ
た(42
)。
ま
た
、

一
九
三
八
年
一
〇
月
の
調
査
報
告
に
も
同
様
の
内
容
が
見
ら
れ
た
。「
国
語
が
出
来
る
と
男
は
軍
夫
に
、
女
は
炊
事
婦
に
徴
発
せ
ら
れ

る
と
て
国
語
講
習
員
が
減
少
し
た(43
)」。
こ
れ
ら
の
事
例
が
示
す
の
は
、
日
中
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
た
銃
後
支
援
活
動
や
戦
争

徴
発
な
ど
が
、
一
般
島
民
の
日
本
語
学
習
意
欲
を
低
下
さ
せ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
精
動
は
、
台
湾
当
局
に
よ
る
皇

民
化
運
動
を
加
速
さ
せ
た
が
、
一
方
で
一
般
民
衆
の
間
で
は
戦
争
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
を
回
避
す
る
た
め
、
皇
民
化
を
拒
否
し
、
日

本
語
学
習
を
忌
避
す
る
動
き
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
二
節

絶
え
間
な
い
銃
後
動
員
活
動
へ
の
不
満
と
抵
抗

精
動
の
実
施
事
項
で
最
も
多
い
の
は
、
国
防
献
金
や
慰
問
金
の
募
集
、
報
国
貯
金
の
奨
励
な
ど
の
銃
後
支
援
活
動
、
時
局
講
演
会
や

戦
勝
祝
賀
会
、
非
常
時
訓
練
な
ど
時
局
認
識
の
強
化
、
そ
し
て
生
活
の
戦
時
化
を
図
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
絶
え
間
な
い
銃
後
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動
員
は
島
民
の
反
感
を
買
い
、
不
満
を
漏
ら
す
言
論
が
相
次
い
だ
。
例
え
ば
、「
非
常
時
は
実
に
困
る
、
国
防
献
金
又
は
色
々
の
名
目

の
下
に
次
か
ら
次
と
金
を
徴
収
さ
れ
、
此
頃
は
家
の
寸
法
迄
計
り
税
金
を
徴
収
す
る
」「
五
十
銭
も
出
し
て
祝
賀
会
な
ど
に
参
加
す
る

よ
り
も
、
市
場
の
飲
食
店
に
て
米
粉
を
買
え
ば
喰
い
切
れ
ぬ
程
あ
り
、
そ
ん
な
馬
鹿
気
な
出
費
等
真
平
御
免
だ
」「（
国
防
献
金
を
募
集

さ
れ
た
後
）
押
し
強
き
乞
食
の
様
だ
」「（
防
衛
団
勤
務
中
の
他
の
団
員
に
）
何
だ
こ
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
事
を
為
た
っ
て
仕
方
が
な
い
」
等

と
い
っ
た
文
句
や
風
刺
の
言
葉
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(44
)。
そ
の
他
、
地
方
官
庁
が
銃
後
動
員
の
名
目
で
住
民
を
無
償
の
労
働
力
と

し
て
使
役
す
る
こ
と
へ
の
疑
問
や
批
判
も
現
れ
た
。
台
南
州
曾
文
郡
下
営
庄
の
姜
林

は
男
女
青
年
団
報
国
勤
労
奉
仕
隊
の
道
路
修

繕
作
業
を
目
撃
し
、
居
合
わ
せ
る
本
島
人
数
名
に
対
し
、「
官
庁
は
自
動
車
営
業
者
の
利
益
を
図
ら
ん
か
為
、
勤
労
奉
仕
の
美
名
の
下

に
道
路
修
繕
を
為
さ
し
め
居
る
も
の
に
し
て
、
報
国
の
二
字
に
惑
わ
さ
れ
無
報
酬
で
之
に
従
事
す
る
者
は
結
局
馬
鹿
だ
」
と
不
満
を
吐

露
し
た(45
)。

ま
た
、
戦
争
の
拡
大
に
伴
う
軍
費
の
増
加
が
自
身
の
財
産
の
安
全
を
脅
か
す
こ
と
へ
の
不
安
と
な
り
、
貯
金
に
関
す
る
流
言
が
盛
ん

に
な
っ
て
い
く
。「
報
国
貯
金
な
る
も
の
は
字
の
示
す
如
く
好
名
目
の
下
に
強
制
的
に
金
を
出
さ
せ
事
変
に
使
用
す
る
も
の
な
り
、
五

年
間
に
は
払
戻
す
と
の
こ
と
な
る
も
、
此
の
金
は
再
び
戻
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
、
全
く
吾
々
を
瞞
す
も
の
で
あ
る(46
)」「
台
湾
銀

行
に
於
て
金
を
買
上
て
居
る
が
、
買
上
に
際
し
其
三
、
四
割
は
窓
口
に
於
て
国
防
献
金
や
愛
国
債
券
購
入
を
強
ひ
ら
れ
、
手
に
入
る
所

は
結
局
六
、
七
割
に
し
て
、
将
来
必
要
に
応
じ
或
は
没
収
す
る
や
も
知
れ
ず(47
)」。
そ
し
て
、
過
度
の
精
神
動
員
へ
の
反
発
心
か
ら
、
天

皇
や
日
本
国
旗
に
対
す
る
不
敬
行
為
も
生
じ
た
。
例
え
ば
、「
天
皇
陛
下
は
ウ
ン
コ
を
た
べ
た
い
で
す
」「
天
皇
は
昨
日
死
ん
だ
」
と

い
っ
た
落
書
が
公
共
便
所
の
壁
に
書
か
れ
る
こ
と
、
他
人
の
店
舗
や
住
宅
が
掲
げ
た
国
旗
を
盗
ん
で
附
近
の
下
水
暗
渠
の
中
に
投
げ
捨

て
る
こ
と
、
勅
語
奉
安
所
を
破
壊
す
る
こ
と
も
あ
っ
た(48
)。
以
上
の
銃
後
動
員
へ
の
反
抗
的
な
言
動
は
、
い
ず
れ
も
島
民
個
別
の
利
害
に

基
づ
い
て
潜
行
す
る
も
の
で
あ
り
、
消
極
的
抵
抗
と
言
え
る
。

日中全面戦争時期の台湾における国民精神総動員
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多
様
な
銃
後
動
員
活
動
の
中
で
、
島
民
が
根
強
い
反
発
を
示
し
た
の
は
生
活
の
戦
時
化
を
図
る
一
環
と
し
て
の
信
仰
や
旧
慣
の
改
変

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
そ
も
そ
も
皇
民
化
運
動
の
内
容
で
あ
り
、
日
本
精
神
の
発
揚
と
帝
国
日
本
へ
の
忠
誠
心
の
強
化
を
求
め
る
精
動
に

よ
っ
て
急
進
化
さ
れ
た
。
神
社
参
拝
や
正
庁
改
善
と
同
時
に
、
廟
の
廃
止
も
強
制
的
に
進
め
ら
れ
た
。
下
記
は
強
烈
な
抵
抗
が
起
こ
り
、

統
治
当
局
と
島
民
の
激
し
い
対
立
と
関
係
悪
化
を
招
い
た
代
表
的
な
事
例
で
あ
る
。
一
九
三
八
年
四
月
、「
花
蓮
郡
当
局
が
民
風
作
興

の
申
合
に
基
き
皇
民
化
促
進
の
為
、
十
一
個
の
本
島
人
無
届
廟
を
廃
止
す
る
旨
公
表
し
た
る
に
一
般
本
島
人
に
大
き
な
る
反
響
を
呼

び
：
一
、
信
教
の
自
由
は
憲
法
に
依
り
て
保
証
せ
ら
れ
あ
り
、
二
、
本
島
人
の
信
教
執
着
と
風
習
に
対
す
る
不
法
圧
迫
な
り
等
云
為
し

て
、
異
議
を
唱
ふ
る
も
の
多
く
。
就
中
花
蓮
港
街
城
隍
廟
は
本
島
人
信
仰
の
中
心
を
な
し
、
信
者
最
も
多
き
を
以
て
之
が
廃
止
を
憤
慨

す
る
も
の
多
く
、
畢
竟
其
の
無
届
な
る
は
管
理
者
の
責
任
な
り
と
て
、
両
者
間
に
悶
着
を
生
じ
、
民
情
悪
化
の
傾
向
あ
り(49
)」。
一
九
三

九
年
二
月
、「
高
雄
市
在
住
本
島
人
漁
民
は
市
当
局
の
実
施
せ
ん
と
す
る
皇
民
化
促
進
の
一
手
段
と
し
て
の
同
地
媽
祖
廟
（
后
天
宮
）

の
廃
止
問
題
に
対
し
、
后
天
宮
は
我
等
海
上
生
活
者
の
守
護
神
に
し
て
、
内
地
金
比
羅
宮
に
比
べ
き
も
の
な
り
と
強
硬
に
反
対
し
、
信

徒
は
百
名
結
束
連
判
状
を
以
て
陳
情
す(50
)」。

第
三
節

軍
夫
徴
用
：「
命
の
無
駄
な
犠
牲
」
な
の
か
、「
皇
国
民
と
し
て
の
無
上
の
光
栄
」
な
の
か

上
海
戦
線
へ
の
増
援
と
し
て
、
混
成
旅
団
に
編
成
し
た
台
湾
軍
の
一
部
（
重
藤
千
秋
部
隊
）
は
一
九
三
七
年
九
月
一
二
日
よ
り
華
中

に
出
征
す
る
こ
と
に
な
っ
た(51
)。
そ
れ
と
同
時
に
、「
軍
需
品
の
輸
送
運
搬
に
使
役
す
る
」
た
め
の
台
湾
人
軍
夫
の
徴
用
が
始
ま
っ
た(52
)。

台
湾
人
に
対
す
る
軍
事
動
員
は
、
陸
軍
特
別
志
願
兵
制
度
が
実
施
さ
れ
る
一
九
四
二
年
ま
で
に
、
主
に
軍
夫
徴
用
の
形
で
行
わ
れ
て

い
っ
た
。

一
九
三
七
年
九
月
中
の
民
心
動
向
に
対
す
る
調
査
に
よ
れ
ば
、「
軍
夫
賦
役
の
実
情
に
暗
き
と
悪
質
の
流
言
と
に
、
不
安
を
抱
き
、
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幼
稚
な
る
忌
避
行
為
を
企
つ
る
者
或
は
家
族
と
泣
き
別
る
る
者
甚
し
き

に
至
り
て
は
、
応
懲
後
逃
亡
な
せ
る
者
等
あ
り
た
る
も
、
中
に
は
無
上

の
光
栄
と
し
て
子
女
の
死
亡
を
秘
し
て
勇
躍
応
懲
せ
る
も
の
、
或
は
内

地
人
軍
人
の
堂
々
た
る
応
召
振
に
感
激
し
進
ん
で
軍
夫
を
願
出
た
る
者

も
尠
か
ら
ず
然
れ
と
も
、
此
等
の
者
も
内
地
人
に
見
る
か
如
き
、
真
の

愛
国
心
に
基
づ
く
も
の
に
あ
ら
ず
し
て
、
単
な
る
一
時
的
興
奮
の
表
現

に
過
ぎ
さ
る
か
如
し(53
)」。
全
体
と
し
て
は
、
軍
夫
徴
用
が
始
ま
っ
た
頃
に
、

恐
怖
と
不
安
に
駆
ら
れ
て
徴
用
を
忌
避
し
よ
う
と
す
る
者
は
多
か
っ
た
。

極
端
な
例
で
は
あ
る
が
、「
軍
夫
徴
用
は
役
場
の
選
定
に
依
る
、
若
し
自

分
が
徴
発
せ
ら
れ
た
ら
、
役
場
員
を
殺
し
て
や
る
」「
今
回
の
事
変
に
依

り
、
台
北
、
松
山
方
面
に
て
は
多
数
軍
夫
徴
用
せ
ら
れ
た
る
が
、
軍
夫

の
徴
発
は
役
場
に
於
て
指
定
す
る
も
の
な
る
に
付
、
我
々
は
軍
夫
と
し

て
戦
地
に
死
す
る
よ
り
、
役
場
員
を
襲
ひ
台
湾
に
て
死
す
る
が
本
望
な

り
」「
徴
発
人
夫
は
死
地
に
赴
く
に
等
し
き
者
な
り(54
)」
と
い
う
強
烈
な
拒

否
を
示
す
言
説
さ
え
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
重
藤
千
秋
部
隊
と
共
に
最
初
に
出
征
し
た
「
本
島
人
軍

夫
が
上
海
戦
線
に
於
て
特
異
の
活
動
振
を
示
し
、
皇
軍
将
兵
の
賞
賛
を

博
し
つ
つ
あ
り
と
の
情
報
、
或
は
出
征
軍
夫
よ
り
の
皇
軍
の
威
武
、
将

日中全面戦争時期の台湾における国民精神総動員
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表 3 1937年⚙月末から10月末にかけての軍夫志願者数の推移

地方別
1937年⚙月末 1937年10月

本島人 本島人 高砂族 計

台北州 30 297 4 301

新竹州 52 210 659 869

台中州 5 313 - 313

台南州 14 162 - 162

高雄州 2 121 - 121

台東庁 - 4 118 122

花蓮港庁 - 16 49 65

合計 103 1,123 830 1,953

注：「軍夫徴用ト本島民心ノ動向」第⚔頁（前掲「支那事変ト本島人ノ動向」第⚑号）、「軍夫ニ
関スル諸状況」（前掲「支那事変ト本島人ノ動向」第⚓号）より筆者作成。



兵
の
軍
夫
に
対
す
る
親
愛
等
感
激
に
溢
れ
た
る
通
信
、
戦
病
死
軍
夫
並
其
遺
族
及
戦
傷
軍
夫
に
対
す
る
軍
官
民
の
予
想
外
な
る
優
遇(55
)」

な
ど
が
島
内
に
伝
わ
る
に
つ
れ
て
、
当
初
の
恐
怖
と
不
安
が
少
し
ず
つ
消
え
て
い
き
、
徴
用
を
受
け
入
れ
る
島
民
は
増
え
て
き
た
。
そ

し
て
、
精
動
の
島
内
展
開
に
伴
っ
て
、
出
征
者
と
そ
の
遺
家
族
は
各
種
の
動
員
活
動
に
「
英
雄
」
や
「
模
範
」
と
し
て
高
く
称
賛
さ
れ
、

「
二
等
国
民
」
と
し
て
劣
等
感
と
憂
鬱
が
晴
ら
さ
れ
る
心
理
上
の
満
足
を
獲
得
し
た
こ
と
で
、
軍
夫
に
な
る
こ
と
は
「
皇
国
民
た
る
の

幸
福
」
と
「
光
栄
」
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た(56
)。
こ
の
結
果
、
本
島
人
青
年
の
中
で
「
皇
軍
将
兵
と
共
に
聖
戦
に
参
加
す

る
」
こ
と
を
「
至
上
の
光
栄
」
と
見
な
し
て
、「
血
書
従
軍
志
願
者
」
が
出
て
来
た(57
)。

軍
夫
徴
用
の
状
況
は
全
体
的
に
好
転
し
つ
つ
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
島
民
の
不
満
と
反
感
が
完
全
に
消
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
徴

用
規
模
の
拡
大
と
共
に
、
新
た
な
問
題
が
生
ま
れ
て
き
た
。
即
ち
、
日
本
軍
人
の
本
島
人
軍
夫
差
別
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
本

島
人
の
間
に
流
布
さ
れ
た
次
の
よ
う
な
言
論
か
ら
確
認
で
き
る
。「
先
般
台
湾
総
督
府
に
於
て
は
今
次
事
変
に
名
誉
の
戦
死
を
遂
げ
た

る
本
島
人
軍
夫
を
靖
国
神
社
に
合
祀
方
内
閣
に
交
渉
し
た
る
も
、
内
閣
は
本
島
人
を
祀
る
こ
と
と
は
不
可
な
り
と
て
一
言
の
下
に
拒
絶

し
た
り
と
の
こ
と
な
り
。
現
在
各
方
面
に
軍
夫
志
願
多
数
あ
り
と
の
こ
と
な
る
が
斯
の
如
き
、
差
別
を
受
け
な
が
ら
尚
志
願
す
る
か
如

き
は
馬
鹿
者
な
り
、
自
分
は
如
何
な
る
こ
と
あ
る
も
志
願
せ
ぬ
」「
軍
夫
某
（
目
下
上
海
戦
線
に
在
り
）
は
戦
場
に
て
泣
き
暮
し
居
た

る
為
め
、
兵
隊
が
恐
り
蹴
殺
せ
る
由
な
り(58
)」「
今
回
の
軍
夫
徴
発
は
軍
夫
を
単
に
軍
需
品
輸
送
に
の
み
使
用
す
る
に
非
す
し
て
、
之
を

第
一
線
に
送
り
敵
弾
の
遮
蔽
に
使
用
し
以
て
、
軍
隊
の
損
害
を
僅
少
な
ら
し
む
る
計
画
な
る
を
以
て
、
今
後
徴
発
せ
ら
る
る
軍
夫
に
犠

牲
者
多
か
る
へ
し(59
)」「
最
近
水
上
よ
り
又
軍
夫
百
名
位
徴
発
さ
れ
る
由
な
り
、
日
本
軍
は
軍
夫
を
徴
発
、
鉄
砲
の
楯
と
な
す
か
ら
、
生

き
て
は
帰
れ
な
い
云
(々60
)」。
上
記
の
言
論
は
い
ず
れ
も
本
島
人
軍
夫
差
別
へ
の
不
満
を
吐
露
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
本
島
人
が
軍
夫
と
し

て
日
本
軍
人
と
共
に
戦
場
に
赴
い
て
も
日
本
内
地
人
と
同
等
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
精
動
を
通

じ
て
「
軍
夫
に
な
る
こ
と
は
皇
国
民
と
し
て
の
至
上
の
光
栄
だ
」
と
ど
ん
な
に
宣
伝
し
て
も
、
徴
用
へ
の
忌
避
行
為
が
途
絶
え
な
か
っ
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た
原
因
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。

軍
夫
徴
用
の
長
期
化
に
備
え
て
絶
え
間
な
い
兵
員
提
供
を
図
る
た
め
、
従
来
の
青
年
団
体
の
拡
充
だ
け
で
は
な
く
報
国
勤
労
奉
仕
隊

の
組
織
や
軍
事
的
訓
練
を
課
す
青
年
学
校
の
設
置
も
進
め
ら
れ
、
精
動
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
団
体
や
学
校
へ
の
参
加
が
島
民
に
呼
び
か

け
ら
れ
た
。「
壮
丁
団
員
と
な
れ
ば
軍
夫
に
採
用
せ
ら
れ
ず
と
信
ず
る
も
の
あ
り
て
最
近
志
願
者
が
増
加
し
た
」「
青
年
学
校
に
入
ら
ば
、

間
も
な
く
軍
夫
と
し
て
戦
地
に
遣
ら
る(61
)」
な
ど
の
流
言
と
、「
台
南
市
に
於
て
は
一
九
三
九
年
九
月
二
十
四
日
開
校
式
を
挙
行
し
、
其

の
際
本
島
人
有
力
者
四
十
余
名
に
対
し
て
も
管
理
者
た
る
市
尹
よ
り
案
内
状
を
発
し
た
る
に
（
中
略
）、
当
日
の
開
校
式
に
は
一
名
の

本
島
人
も
参
列
せ
ざ
り
し
と
云
う
。（
但
右
青
年
学
校
を
併
置
し
た
る
公
学
校
の
本
島
人
訓
導
七
名
は
出
席
せ
る
由
な
る
も
此
の
当
然

に
し
て
、
寧
ろ
来
賓
に
数
え
た
る
は
滑
稽
な
り(62
)）」
と
の
調
査
結
果
が
示
す
よ
う
に
、
島
民
が
軍
夫
動
員
の
関
連
組
織
へ
の
参
加
に
冷

や
や
か
に
対
処
し
、
そ
れ
を
徴
用
忌
避
に
利
用
す
る
現
象
も
現
れ
た
。

第
四
節

日
中
戦
争
へ
の
見
方
に
つ
い
て

前
述
の
よ
う
に
、
日
中
戦
争
勃
発
直
後
、
台
湾
当
局
は
輿
論
管
理
を
強
化
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
精
動
の
実
施
に
伴
う
時
局
宣
伝

も
強
力
に
推
し
進
め
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
台
湾
社
会
で
は
中
国
を
支
持
し
て
日
本
の
敗
戦
を
希
望
す
る
考
え
が
依
然
と
し
て
存
在

し
て
い
た
。

日
中
開
戦
の
責
任
に
つ
い
て
、「
今
回
の
日
支
事
変
は
日
本
軍
が
北
平
で
実
弾
演
習
中
、
支
那
兵
を
射
殺
せ
る
に
依
り
始
ま
り
た
る

も
の
に
て
、
日
本
軍
の
非
な
る
こ
と
明
な
り
」
と
認
め
て
、「
日
本
は
い
つ
も
連
戦
連
勝
と
放
送
し
あ
る
も
虚
報
な
り
、
若
し
日
本
敗

戦
せ
ば
、
支
那
が
来
て
台
湾
を
治
め
た
方
が
良
い
」「
假
全
支
那
が
攻
め
て
来
て
も
、
我
々
は
元
来
支
那
人
故
、
吾
々
に
危
害
は
加
え

な
い
」
と
日
本
側
の
報
道
を
疑
問
視
し
て
、
中
国
軍
の
来
台
と
台
湾
の
祖
国
復
帰
を
望
む
者
が
見
ら
れ
た(63
)。
ま
た
、
日
本
が
敗
戦
す
る
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こ
と
に
な
る
理
由
に
つ
い
て
、「
日
支
事
変
は
蒋
介
石
が
七
ヶ
国
を
引
入
れ
て
日
本
に
対
戦
す
る
故
、
結
局
日
本
の
負
け
と
な
る
」「
支

那
軍
に
は
法
術
あ
り
日
本
軍
よ
り
強
し
故
に
、
支
那
軍
は
必
ず
勝
つ
」「
世
界
各
国
は
表
面
上
親
日
的
態
度
を
取
る
も
、
裏
面
に
於
て

支
那
を
援
助
し
、
多
数
飛
行
機
を
提
供
し
居
る
故
、
日
支
戦
争
は
日
本
の
勝
と
な
る
て
甚
だ
疑
問
な
り
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る(64
)。

そ
の
他
、
中
国
を
支
持
す
る
理
由
に
は
、
私
怨
を
晴
ら
そ
う
と
す
る
要
望
も
現
れ
て
い
る
。「
自
分
達
は
今
迄
日
本
の
為
め
に
非
常

に
苛
め
ら
れ
て
来
た
。
今
度
若
し
日
本
が
負
け
た
ら
、
内
地
人
の
鼻
に
穴
を
開
け
て
縄
を
通
し
て
や
っ
て
も
飽
き
足
ら
ぬ
云
々
」「
僕

等
は
常
に
彼
等
に
圧
迫
を
受
け
居
る
に
付
、
日
本
が
負
け
た
時
は
支
那
兵
が
台
湾
に
来
攻
す
る
に
違
い
な
い
か
ら
、
其
の
時
を
利
用
し

て
支
那
軍
に
加
わ
り
、
一
番
先
に
彼
等
三
名
を
片
付
け
、
其
の
時
の
都
合
に
依
り
て
は
、
他
の
内
地
人
と
対
抗
す
る
も
辞
せ
ず(65
)」。
こ

う
い
っ
た
反
日
的
な
姿
勢
は
、
植
民
地
支
配
か
ら
脱
出
す
る
希
望
を
中
国
の
勝
利
に
託
す
気
持
ち
を
表
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
革
命
家
に
よ
る
抗
日
活
動
復
活
の
動
き
も
出
現
し
た
。
台
湾
の
抗
日
運
動
は
、
一
九
三
〇
年
代
半
ば
の
当
局
の
厳
し
い
取

り
締
ま
り
に
よ
っ
て
大
陸
に
逃
れ
、
或
は
地
下
活
動
に
入
っ
て
い
た
が(66
)、
日
中
戦
争
の
勃
発
と
中
国
の
抗
戦
は
彼
ら
に
新
た
な
希
望
を

抱
か
せ
た
。
調
査
報
告
第
五
号
に
よ
れ
ば
、
一
九
三
七
年
一
二
月
、
か
つ
て
霧
社
事
件
に
も
関
係
し
た
と
言
わ
れ
た
江
保
成
に
よ
る
抗

日
「
陰
謀
活
動
」
が
計
画
さ
れ
た
。
計
画
の
詳
細
は
、「
支
那
事
変
は
日
本
が
大
敗
し
、
而
も
台
湾
軍
の
主
力
が
支
那
に
出
動
し
あ
る

を
以
て
、
支
那
は
そ
の
虚
に
乗
じ
、
大
兵
を
台
湾
に
上
陸
せ
し
め
奪
還
を
図
る
も
の
と
信
じ
、
一
面
警
察
官
が
道
路
修
繕
に
保
甲
民
を

酷
使
す
る
等
に
反
感
を
抱
き
、
此
の
機
会
に
同
志
を
糾
合
し
、
先
つ
高
雄
州
旗
山
郡
下
警
察
官
派
出
所
を
襲
撃
、
漸
次
全
島
に
及
ぼ
し
、

支
那
軍
の
上
陸
と
相
呼
応
し
、
台
湾
を
日
本
よ
り
奪
還
」
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た(67
)。
結
局
、
こ
の
よ
う
な
計
画
は
当
局
の
捜
査
と
関

係
者
の
検
挙
で
潰
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
続
い
て
、
一
九
三
九
年
二
月
の
台
中
市
、
同
年
六
月
の
新
竹
州
（
新
竹
事
件
）、
ま
た
同
年
一

〇
月
の
台
南
市
で
も
、
類
似
す
る
反
日
的
革
命
活
動
が
続
々
と
検
挙
さ
れ
た(68
)。
当
局
は
こ
う
し
た
革
命
活
動
が
島
内
の
民
心
を
動
揺
す

る
こ
と
に
非
常
に
警
戒
し
、
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
。
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総
じ
て
言
え
ば
、
一
九
三
八
年
半
ば
ま
で
、
精
動
の
推
進
と
輿
論
に
対
す
る
厳
し
い
管
理
に
よ
っ
て
、「
本
島
人
の
時
局
に
対
す
る

認
識
が
漸
次
良
好
に
向
か
い
つ
つ
あ
り
」「
時
局
認
識
の
徹
底
」
が
大
き
く
進
展
し
た
こ
と
で
「
不
穏
言
動
」
が
著
し
く
減
少
し
た(69
)。

そ
の
後
、
基
本
的
に
「
本
島
人
の
対
時
局
特
種
言
動
と
し
て
特
記
す
べ
き
情
報
を
得
ず
」「
島
内
一
般
情
勢
は
引
続
き
平
穏
に
し
て
特

に
憂
慮
す
べ
き
事
象
を
認
め
ず
」「
本
期
島
内
一
般
の
情
勢
は
平
穏
に
し
て
、
警
備
上
特
に
憂
慮
す
べ
き
事
象
を
認
め
ず
」
と
い
う
状

態
と
な
っ
た(70
)。
し
か
し
、
台
湾
当
局
は
こ
れ
を
「
厳
重
な
る
官
憲
の
取
締
を
畏
怖
し
、
言
動
著
し
く
潜
行
的
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
証
」

だ
と
か
な
り
冷
静
に
捉
え
て
お
り
、
決
し
て
楽
観
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
調
し
た(71
)。
台
湾
当
局
は
本
島
人
に
対
し
て
戦
争
動
員

と
皇
民
化
運
動
を
行
い
な
が
ら
も
、
本
島
人
の
「
面
従
腹
背
の
根
性
」
を
理
由
に
信
用
し
す
ぎ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
定
見
を
持
ち
続

け
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

お
わ
り
に

帝
国
日
本
の
植
民
地
だ
っ
た
台
湾
は
、
日
中
戦
争
の
勃
発
と
日
本
の
軍
事
力
行
使
に
こ
そ
直
接
関
わ
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
戦
争
の

拡
大
に
つ
れ
て
、
日
本
に
よ
る
戦
時
動
員
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。
日
本
政
府
は
「
本
島
人
を
大
陸
の
戦
場
で
の
戦
い
に
は
参
加
さ

せ
な
い
」
方
針
を
採
っ
て
い
た
が
、
銃
後
支
援
を
求
め
る
精
神
動
員
を
、
日
本
内
地
と
同
様
に
展
開
し
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
台
湾
総

督
府
は
戦
前
か
ら
南
進
政
策
の
遂
行
に
備
え
て
、
島
民
の
結
束
と
日
本
へ
の
忠
誠
を
図
る
皇
民
化
運
動
を
始
め
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
の

政
策
は
対
中
戦
争
を
想
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
か
ら
、
精
動
が
台
湾
で
実
施
さ
れ
て
い
く
経
緯
は
日
本
内
地
と

異
な
っ
て
、
台
湾
独
特
の
様
相
を
呈
し
た
。

台
湾
人
口
の
90
％
以
上
を
占
め
る
の
は
本
島
人
で
あ
り
、
彼
ら
は
年
齢
毎
に
程
度
は
異
な
る
も
の
の
、
中
国
大
陸
の
漢
民
族
と
多
少

の
連
帯
感
を
持
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
戦
争
の
勃
発
に
直
面
し
、
民
心
に
か
な
り
の
動
揺
が
見
受
け
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
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台
湾
当
局
は
本
島
人
の
皇
民
化
程
度
を
疑
い
、
皇
民
化
運
動
を
戦
時
体
制
の
構
築
に
向
け
て
加
速
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
再
認
識
し
た
。

ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
精
動
の
展
開
が
求
め
ら
れ
、
そ
れ
は
皇
民
化
運
動
の
戦
時
化
を
進
め
る
形
で
内
地
よ
り
早
い
段
階
で
実
践
に
移
さ

れ
た
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
皇
民
化
運
動
を
ベ
ー
ス
に
し
た
精
神
動
員
は
、
国
民
意
識
の
強
調
と
日
本
精
神
の
発
揚
な
ど
皇
民
化
の
内

容
に
合
致
す
る
「
国
民
精
神
の
動
員
」
に
傾
い
た
こ
と
で
、
内
地
よ
り
戦
時
色
が
薄
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
戦
争
の
更
な
る
拡

大
と
内
地
の
精
動
実
施
体
制
の
充
実
に
伴
っ
て
、
内
地
に
よ
る
台
湾
統
合
が
進
め
ら
れ
、
台
湾
の
精
動
に
お
け
る
戦
時
色
が
濃
く
な
っ

て
い
き
、「
国
民
の
精
神
動
員
」
に
関
す
る
内
容
も
増
え
て
い
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
台
湾
社
会
に
お
い
て
「
国
民
精
神
の
動
員
」
と
「
国
民
の
精
神
動
員
」
は
常
に
同
時
進
行
で
き
る
も
の
と
は
限
ら

ず
、
後
者
は
前
者
の
進
展
を
阻
害
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。
戦
時
徴
発
へ
の
動
員
が
本
島
人
の
日
本
語
学
習
へ
の
意
欲
を
低
下
さ
せ
る

ケ
ー
ス
は
そ
れ
に
当
た
る
。
ま
た
、
日
本
へ
の
忠
誠
心
と
銃
後
支
援
へ
の
情
熱
を
求
め
る
精
神
動
員
は
、
皇
民
化
運
動
に
力
を
借
り
て

大
き
く
進
展
し
て
い
た
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
植
民
地
支
配
者
と
支
配
さ
れ
る
異
民
族
が
戦
時
と
い
う
極
端
に
厳
し
い
環
境
に
置
か
れ

て
い
た
こ
と
は
、
相
互
不
信
に
拍
車
を
か
け
、
日
本
人
と
台
湾
人
の
差
別
や
対
立
を
際
立
た
せ
た
。
こ
れ
は
軍
夫
へ
の
差
別
待
遇
や
本

島
人
の
時
局
認
識
の
好
転
へ
の
懐
疑
、
島
民
の
信
仰
・
旧
慣
の
急
進
的
改
変
へ
の
強
い
抵
抗
な
ど
か
ら
見
て
取
れ
る
。

台
湾
で
行
わ
れ
た
精
動
は
、
島
民
に
「
真
の
日
本
国
民
」
の
よ
う
な
戦
争
協
力
を
義
務
付
け
よ
う
と
し
た
が
、
島
民
は
戦
争
協
力
を

日
本
人
と
対
等
な
政
治
上
の
身
分
を
獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
し
よ
う
と
し
た
。
つ
ま
り
、
植
民
統
治
当
局
は
国
民
義
務
の
「
内
台
一

如
」
を
求
め
る
ば
か
り
で
島
民
に
日
本
国
民
が
享
有
す
べ
き
権
利
を
与
え
る
こ
と
を
認
め
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
植
民
地
を
植
民
宗
主
国

に
奉
仕
さ
せ
る
と
い
う
「
本
来
の
論
理
」
で
あ
っ
た
が
、
台
湾
人
を
完
全
に
日
本
人
化
さ
せ
る
政
策
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
っ
た(72
)。
そ

し
て
、
日
本
内
地
人
に
台
湾
人
を
「
真
の
日
本
国
民
」
と
し
て
受
け
入
れ
る
政
策
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
、
内
地
人
が
本
島
人
を
軽

蔑
す
る
よ
う
な
日
常
的
な
揉
め
事
も
頻
発
し
た(73
)。
結
局
、
精
動
と
そ
れ
に
絡
ん
だ
皇
民
化
は
、
日
本
人
と
台
湾
人
の
不
信
感
と
対
立
の
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激
化
を
招
く
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
少
な
く
と
も
日
中
全
面
戦
争
時
期
の
台
湾
で
行
わ
れ
た
精
神
動
員
は
、
日
本
の
植

民
地
支
配
を
動
揺
さ
せ
る
土
壌
を
醸
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

※
本
研
究
は
、
中
国
国
家
社
会
科
学
基
金
重
大
項
目
「
日
本
全
面
侵
華
戦
争
的
決
策
問
題
研
究
」（
19ZD
A
220）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ

る
。

(⚑
)
そ
の
他
、
日
中
戦
争
時
期
の
台
湾
に
関
す
る
研
究
に
は
、
日
本
の
植
民
政
策
と
植
民
地
支
配
の
あ
り
方
や
、
植
民
地
に
対
す
る
日
本
の
戦

争
責
任
、
脱
植
民
地
化
な
ど
を
議
論
す
る
視
点
か
ら
、「
皇
民
化
」
政
策
や
皇
民
化
運
動
及
び
軍
夫
徴
用
を
検
討
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

台
湾
学
界
で
は
台
湾
人
ア
ィ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
台
湾
共
同
体
意
識
の
形
成
と
い
う
視
点
か
ら
台
湾
人
の
抗
日
運
動
と
政
治
運
動
を
考
察
す
る
研

究
が
見
ら
れ
、
そ
れ
を
台
湾
近
現
代
史
の
一
部
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。
中
国
大
陸
の
学
界
に
お
い
て
も
台
湾
人
の
大
陸
に
お
け
る
抗
日
活
動
や

祖
国
復
帰
運
動
に
関
心
を
払
い
、
中
華
民
族
の
全
民
抗
戦
史
像
の
中
に
台
湾
の
抗
日
運
動
者
を
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究

成
果
は
、
台
湾
の
精
神
動
員
に
絞
っ
て
分
析
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
稿
の
作
成
に
重
要
な
参
考
と
な
る
。（
伊
藤
幹
彦
「
日
本
植
民
地
時

代
の
皇
民
化
運
動
―
―
台
湾
の
思
想
状
況
を
中
心
に
」『
ア
ジ
ア
文
化
』
第
二
四
号
、
二
〇
〇
〇
年
。
同
「
皇
民
化
運
動
と
戦
時
動
員
体
制

―
―
日
本
人
意
識
と
台
湾
人
意
識
」『
ア
ジ
ア
文
化
研
究
』
第
四
号
、
一
九
九
七
年
。
山
路
勝
彦
「
国
語
演
習
会
と
い
う
饗
宴
：
皇
民
化
政
策

下
の
台
湾
と
教
育
所
の
子
ど
も
た
ち
」、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
『
人
文
学
報
』
第
八
二
号
、
一
九
九
九
年
。
磯
田
一
雄
「
日
本
統
治
下

台
湾
に
お
け
る
歴
史
意
識
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
考
察
」『
東
ア
ジ
ア
研
究
』
第
三
八
号
、
二
〇
〇
三
年
。
近
藤
正
己
「
異
民
族
に
対
す

る
軍
事
動
員
と
皇
民
化
政
策
―
―
台
湾
の
軍
夫
を
中
心
と
し
て
」『
台
湾
近
現
代
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
八
八
年
。
宮
田
節
子
「
志
願
兵
制

度
の
展
開
と
そ
の
意
義
―
―
日
中
戦
争
段
階
に
お
け
る
皇
民
化
政
策
」、
北
村
嘉
恵
・
白
取
道
博
編
著
『
論
集
・
現
代
日
本
の
教
育
史
⚖
戦
争

と
教
育
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
二
〇
一
四
年
、
三
二
〇
―
三
五
三
頁
。
若
林
正
丈
『
台
湾
抗
日
運
動
史
研
究
（
増
補
版
）』
研
文
出
版
、
二
〇

〇
一
年
。
陳
昭
圻
「
日
治
時
期
台
湾
共
同
体
意
識
與
台
湾
民
族
独
立
論
述
産
生
之
研
究
」
国
立
政
治
大
学
台
湾
史
研
究
所
碩
士
学
位
論
文
、
二

〇
一
二
年
。
林
德
政
「
日
統
時
期
台
湾
人
在
中
国
的
政
治
活
動
（
1895～
1945）」
国
立
政
治
大
学
歴
史
研
究
所
博
士
学
位
論
文
、
二
〇
〇
九

年
。
王
政
文
「
政
治
宣
伝
与
医
務
生
産
：
論
台
湾
義
勇
隊
的
組
織
与
活
動
」『
史
耕
』、
二
〇
〇
七
年
第
一
二
期
。
陳
小
冲
「
抗
戦
時
期
台
湾
革

命
同
盟
会
若
干
史
事
析
論
」『
台
湾
研
究
集
刊
』、
二
〇
一
二
年
第
五
期
。
曾
慶
科
「
関
于
抗
戦
時
期
台
湾
革
命
同
盟
会
的
几
个
問
題
」『
中
共
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党
史
研
究
』、
二
〇
〇
二
年
第
二
期
。
周
大
計
、
曾
慶
科
「
抗
戦
時
期
台
湾
籍
人
士
在
大
陸
的
抗
日
復
台
活
動
研
究
述
評
」『
抗
日
戦
争
研
究
』、

一
九
九
八
年
第
四
期
。）

(⚒
)
近
藤
正
己
『
総
力
戦
と
台
湾
：
日
本
植
民
地
崩
壊
の
研
究
』
刀
水
書
房
一
九
九
六
年
、
四
頁
。

(⚓
)
林
継
文
『
日
本
據
台
末
期
（
1930～
1945）
戦
争
動
員
体
系
之
研
究
』
稲
郷
出
版
社
一
九
九
六
年
、
二
四
六
―
二
四
七
頁
。

(⚔
)
島
田
俊
彦
・
稲
葉
正
夫
解
説
『
現
代
史
資
料
⚘
日
中
戦
争
』
み
す
ず
書
房
一
九
六
四
年
、
三
六
一
―
三
六
二
頁
。

(⚕
)
宗
代
策
『
小
林
躋
造
傳
』
帝
国
軍
事
教
育
会
・
日
満
聯
合
通
信
社
一
九
三
九
年
発
行
、
谷
ケ
城
秀
吉
編
集
『
植
民
地
帝
国
人
物
叢
書
10

【
台
湾
編
】
10
』
ゆ
ま
に
書
房
二
〇
〇
九
年
、
二
一
―
二
二
頁
。

(⚖
)
台
湾
で
皇
民
化
運
動
が
始
ま
っ
た
時
期
に
つ
い
て
、
朝
鮮
の
よ
う
に
日
付
の
特
定
が
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
般
に
一
九
三
七
年
盧

溝
橋
事
件
勃
発
後
か
ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
周
婉
窈
『
海
行
兮
的
年
代
：
日
本
殖
民
統
治
末
期
台
湾
史
論
集
』
允
晨
文
化
實
業
股
份
有

限
公
司
二
〇
〇
三
年
、
三
六
―
三
七
頁
）。
一
九
三
六
年
末
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
う
説
も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
学
界
で
は
ほ
ぼ
重
視
さ
れ
て

い
な
い
。

(⚗
)
前
掲
『
小
林
躋
造
傳
』、
二
二
―
二
五
頁
。
前
掲
『
総
力
戦
と
台
湾
：
日
本
植
民
地
崩
壊
の
研
究
』、
一
五
六
―
一
六
一
頁
。

(⚘
)
前
掲
『
小
林
躋
造
傳
』、
二
六
頁
。

(⚙
)
台
湾
総
督
府
『
台
湾
統
治
概
要
』
昭
和
二
十
年
刊
行
、
原
書
房
一
九
七
三
年
覆
刻
印
刷
、
六
七
頁
。

(10
)
前
掲
『
海
行
兮
的
年
代
：
日
本
殖
民
統
治
末
期
台
湾
史
論
集
』、
四
八
頁
。

(11
)
伊
藤
隆
・
野
村
実
編
『
海
軍
大
将
小
林
躋
造
覚
書
』
山
川
出
版
社
一
九
八
一
年
、
七
四
頁
。

(12
)
前
掲
『
海
軍
大
将
小
林
躋
造
覚
書
』、
二
〇
〇
頁
。

(13
)
台
湾
総
督
府
編
『
台
湾
日
誌
』、
二
〇
九
頁
。

(14
)
｢全
島
民
に
警
告

台
湾
軍
司
令
部
発
表
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
四
日
、
第
一
面
。「
支
那
は
宣
伝
で
漸
く
破
局
防
止

台
湾
軍
司
令
部
発
表
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
、
第
一
面
。「
支
那
の
宣
伝
に
乗
る
な

軍
司
令
部
山
本
新
聞
班
長
の

談
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
、
第
六
面
。「
開
戦
を
装
ひ
つ
つ

支
那
は
宣
伝
戦

島
内
の
輿
論
は
強
硬

十
五
日
台
湾

軍
司
令
部
発
表
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
六
日
、
第
六
面
。「
台
湾
不
安
な
し

対
岸
の
空
気
悪
化
も
（
十
六
日
軍
司
令
部
発

表
）」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
七
日
、
第
一
面
。「
今
度
は
支
那
新
聞
に
平
和
論
を
報
道
さ
す

十
七
日
軍
司
令
部
発
表
」『
台
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湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
八
日
、
第
六
面
。

(15
)
前
掲
「
全
島
民
に
警
告

台
湾
軍
司
令
部
発
表
」。

(16
)
前
掲
「
支
那
は
宣
伝
で
漸
く
破
局
防
止

台
湾
軍
司
令
部
発
表
」。

(17
)
｢軽
許
妄
動
す
る
な

諭
告
の
実
あ
る
総
督
の
声
明
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
、
第
六
面
。

(18
)
｢言
論
報
道
界
の
協
力
を
求
む

小
林
総
督
談
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
、
第
六
面
。

(19
)
前
掲
『
台
湾
日
誌
』、
二
一
〇
―
二
一
一
頁
。

(20
)
｢時
局
に
即
応
す
べ
き

督
府
の
準
備
成
る

警
務
局
長
を
主
任
に
情
報
委
員
会

き
の
ふ
臨
時
部
局
長
会
議
で
決
定
」『
台
湾
日
日
新

報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
五
日
、
増
刊
第
二
面
。

(21
)
｢北
支
事
変
発
端
と
経
過

府
臨
時
情
報
委
員
会
第
一
回
の
発
表
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
八
日
、
号
外
。「
最
悪
の
場

合
の
用
意
あ
る
を
要
す

臨
時
情
報
委
員
会
発
表
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
八
日
、
第
六
面
。

(22
)
｢台
北
州
に
も
情
報
係
を
新
設

一
部
の
逆
宣
伝
に
備
へ
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
七
日
、
第
一
一
面
。「
南
京
の
ラ
ジ

オ

聴
取
を
厳
禁

犯
す
と
千
圓
以
下
の
罰
金
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
七
日
、
第
一
一
面
。「
対
岸
籍
民
の
た
め

A
K
で

放
送

特
に
福
建
語
を
用
ひ
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
一
八
日
、
第
一
五
面
。「
正
確
な
る
ニ
ュ
ー
ス
を
強
力
短
波
で
放
送

台

湾
放
送
協
会
が
英
語
で
中
壢
送
信
所
の
設
備
を
利
用
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
二
九
日
、
第
二
面
。「
デ
マ
は
乱
れ
飛
ぶ
が

福

州
は
表
面
平
静

逆
宣
伝
と
撹
乱
者
暗
躍
を

日
支
双
方
で
大
警
戒
中
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
八
月
一
三
日
、
第
一
一
面
。

(23
)
｢南
支
各
地
と
も
に
学
生
の
蠢
動
熾
烈

支
那
紙
は
例
に
よ
り
逆
宣
伝
に
狂
奔

馬
公
の
我
海
軍
の
動
き
を
注
視
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一

九
三
七
年
七
月
一
八
日
、
第
一
三
面
。「
強
力
・
藍
衣
社
員
が
抗
日
運
動
を
煽
動

福
州
市
内
は
表
面
冷
静
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年

七
月
二
〇
日
、
第
九
面
。
社
説
「
南
支
の
侮
日
抗
日
に
備
へ
よ

挑
戦
に
は
勢
ひ
自
衛
手
段
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
三
七
年
七
月
二
二
日
、

第
六
面
。

(24
)
一
九
三
七
年
八
月
一
五
日
、「
台
湾
の
防
衛
に
就
き
軍
司
令
官
警
告
を
発
す
」。
翌
日
、「
国
民
防
衛
に
関
し
小
林
総
督
諭
告
を
発
す
」。
前

掲
『
台
湾
日
誌
』、
二
一
〇
―
二
一
一
頁
。

(25
)
台
湾
軍
司
令
部
「
北
支
事
変
ヲ
通
ジ
テ
観
タ
ル
本
島
人
ノ
皇
民
化
ノ
程
度
」（
一
九
三
七
年
九
月
一
日
）、
春
山
明
哲
編
『
十
五
年
戦
争
極

密
資
料
集
⑲
台
湾
島
内
情
報
・
本
島
人
の
動
向
』
不
二
出
版
一
九
九
〇
年
、
一
一
一
頁
。
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(26
)
閣
議
決
定
「
国
民
精
神
総
動
員
実
施
要
綱
」（
一
九
三
七
年
八
月
二
四
日
）、
吉
田
裕
・
吉
見
義
明
編
『
資
料
日
本
現
代
史
10

日
中
戦
争

期
の
国
民
動
員
①
』
大
月
書
店
一
九
八
四
年
、
四
六
―
四
七
。
近
衛
文
麿
「
内
閣
告
諭
号
外
」（
一
九
三
七
年
九
月
九
日
）、
長
浜
功
編
『
国
民

精
神
総
動
員
運
動

民
衆
教
化
動
員
資
料
集
成
』
第
二
巻
、
明
石
書
店
一
九
八
八
年
、
二
頁
。

(27
)
｢台
湾
ニ
於
ケ
ル
国
民
精
神
総
動
員
実
施
状
況
」、
長
浜
功
編
『
国
民
精
神
総
動
員
運
動

民
衆
教
化
動
員
資
料
集
成
』
第
一
巻
、
明
石
書

店
一
九
八
八
年
、
三
三
二
頁
。

(28
)
『大
室
政
右
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
元
国
民
精
神
総
動
員
運
動
事
務
局
員
、
元
東
京
都
議
会
自
民
党
幹
事
長
）』
C.O
.E.オ
ー
ラ
ル
・

政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
二
〇
一
四
年
三
月
三
〇
日
発
行
、
三
三
頁
。

(29
)
同
前
、
二
七
頁
。

(30
)
前
掲
『
総
力
戦
と
台
湾
：
日
本
植
民
地
崩
壊
の
研
究
』、
一
六
一
頁
。

(31
)
前
掲
『
大
室
政
右
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
元
国
民
精
神
総
動
員
運
動
事
務
局
員
、
元
東
京
都
議
会
自
民
党
幹
事
長
）』、
三
五
頁
。

(32
)
古
野
直
也
『
台
湾
軍
司
令
部
：
1895～
1945』
国
書
刊
行
会
一
九
九
一
年
、
二
六
五
頁
。

(33
)
前
掲
『
大
室
政
右
オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
元
国
民
精
神
総
動
員
運
動
事
務
局
員
、
元
東
京
都
議
会
自
民
党
幹
事
長
）』、
三
六
頁
。

(34
)
｢勅
令
第
八
〇
号
・
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
官
制
」（
一
九
三
九
年
三
月
二
七
日
）、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー

ド
（
以
下
、
ア
ジ
歴
）
A
03022342700。

(35
)
｢国
民
精
神
総
動
員
新
展
開
ノ
基
本
方
針
決
定
ノ
件
」（
一
九
三
九
年
四
月
一
〇
日
）、
ア
ジ
歴
A
04018504400。

(36
)
宮
崎
聖
子
『
植
民
地
期
台
湾
に
お
け
る
青
年
団
と
地
域
の
変
容
』
御
茶
の
水
書
房
二
〇
〇
八
年
、
二
五
七
―
二
六
三
頁
。

(37
)
｢精
動
機
構
改
組
に
伴
い
特
に
考
慮
す
べ
き
事
項
」（
一
九
四
〇
年
三
月
二
二
日
）
ア
ジ
歴
A
15060252900。「
国
民
精
神
総
動
員
改
組
要

綱
」（
一
九
四
〇
年
四
月
二
日
）
ア
ジ
歴
A
15060253200。「
勅
令
第
三
〇
一
号
・
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
官
制
廃
止
」（
一
九
四
〇
年
四
月

二
六
日
）
ア
ジ
歴
A
03022470100。

(38
)
精
動
と
「
近
衛
新
体
制
」
運
動
の
関
係
に
つ
い
て
、
赤
木
須
留
喜
『
近
衛
新
体
制
と
大
政
翼
賛
会
』（
岩
波
書
店
一
九
八
四
年
、
六
二
―

六
五
頁
）、
同
『
翼
賛
・
翼
壮
・
翼
政
―
―
続

近
衛
新
体
制
と
大
政
翼
賛
会
』（
岩
波
書
店
一
九
九
〇
年
）
を
参
照
。

(39
)
一
九
三
七
年
の
時
点
で
、
台
湾
住
民
の
内
訳
は
「
本
島
人
」
約
五
〇
五
万
、「
高
砂
族
」
約
一
五
万
五
千
、「
内
地
人
」
約
三
〇
万
で
あ
っ

た
。
太
平
洋
戦
争
勃
発
後
の
一
九
四
二
年
に
、
台
湾
住
民
の
内
訳
は
「
本
島
人
」
約
五
八
三
万
、「
高
砂
族
」
約
一
六
万
、「
内
地
人
」
約
三
八
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万
で
あ
っ
た
（「
種
族
系
統
及
本
籍
、
国
籍
別
人
口
」、
台
湾
総
督
官
房
調
査
課
『
昭
和
十
二
年
末

台
湾
常
住
戸
口
統
計
』
一
九
三
八
年
発
行
、

二
四
〇
頁
。
若
林
正
丈
・
劉
進
慶
・
松
永
正
義
編
著
『
台
湾
百
科
・
第
二
版
』
大
修
館
書
店
一
九
九
四
年
、
二
〇
頁
）。

(40
)
〝八
月
中
旬
以
降
諸
通
報
ニ
基
ク
事
変
ニ
対
ス
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、
一

三
頁
、
ア
ジ
歴
C04120057800。

(41
)
〝本
島
人
ノ
主
要
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
号
、
五
頁
、
ア
ジ
歴
C01004397500。

(42
)
〝軍
夫
徴
用
ト
本
島
民
心
ノ
動
向
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、
四
―
五
頁
。

(43
)
〝九
月
中
得
タ
ル
情
報
ニ
依
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
三
号
、
九
頁
、
ア
ジ

歴
C04120613800。

(44
)
〝八
月
中
旬
以
降
諸
通
報
ニ
基
ク
事
変
ニ
対
ス
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、

二
、
四
―
五
頁
。
〝本
島
人
ノ
主
要
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
号
、
三
頁
。〝
本
島
人
ノ
対
時
局

主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
四
号
、
三
頁
、
ア
ジ
歴
C04120150000。

(45
)
〝九
月
中
得
タ
ル
情
報
ニ
依
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
三
号
、
六
―

七
頁
。

(46
)
〝本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
四
号
、
四
頁
。

(47
)
〝九
月
中
得
タ
ル
情
報
ニ
依
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
三
号
、
一
〇

頁
。

(48
)
〝本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
五
号
、
二
頁
、
前
掲
『
十
五
年
戦
争
極
密
資
料
集

⑲
台
湾
島
内
情
報
・
本
島
人
の
動
向
』、
一
四
五
頁
。〝
本
島
人
ノ
主
要
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第

三
号
、
一
頁
。〝
別
紙
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
二
号
、
三
頁
、
ア
ジ
歴
C04122373700。

(49
)
〝支
那
事
変
と
本
島
人
の
動
向
第
八
、
九
、
一
〇
、
一
一
、
一
二
号
別
表
補
遺
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
三
号
、
一

二
頁
。

(50
)
〝二
月
中
ノ
情
報
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
不
穏
言
動
等
調
査
表
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
八
号
、
三
頁
、

ア
ジ
歴
C04120785400。
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(51
)
前
掲
『
台
湾
軍
司
令
部
：
1895～
1945』、
二
六
六
頁
。

(52
)
近
藤
正
己
「
異
民
族
に
対
す
る
軍
事
動
員
と
皇
民
化
政
策
―
―
台
湾
の
軍
夫
を
中
心
と
し
て
」、
前
掲
『
論
集
・
現
代
日
本
の
教
育
史
⚖

戦
争
と
教
育
』、
二
七
三
頁
。

(53
)
｢軍
夫
徴
用
ト
本
島
民
心
ノ
動
向
」、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、
二
頁
。

(54
)
〝八
月
中
旬
以
降
諸
通
報
ニ
基
ク
事
変
ニ
対
ス
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、

一
〇
、
一
三
、
一
六
頁
。

(55
)
｢軍
夫
ニ
関
ス
ル
諸
状
況
」、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
号
。

(56
)
｢本
島
人
徴
用
軍
夫
ノ
状
況
」、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
四
号
。

(57
)
同
前
。

(58
)
〝本
島
人
ノ
主
要
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
号
、
四
―
五
頁
。

(59
)
〝本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
四
号
、
一
―
二
頁
。

(60
)
〝十
月
中
ノ
諸
諸
情
報
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
対
時
局
不
穏
言
動
等
調
査
表
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
二
六
号
、

四
頁
、
ア
ジ
歴
C04121616700。

(61
)
〝九
月
中
得
タ
ル
情
報
ニ
依
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
三
号
、
九
頁
。

「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
二
五
号
、
二
頁
、
ア
ジ
歴
C04121500600。

(62
)
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
二
五
号
、
二
頁
。

(63
)
〝八
月
中
旬
以
降
諸
通
報
ニ
基
ク
事
変
ニ
対
ス
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、

三
、
六
頁
。

(64
)
〝八
月
中
旬
以
降
諸
通
報
ニ
基
ク
事
変
ニ
対
ス
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、

二
、
六
頁
。〝
本
島
人
ノ
主
要
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
号
、
二
頁
。

(65
)
〝八
月
中
旬
以
降
諸
通
報
ニ
基
ク
事
変
ニ
対
ス
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
号
、

二
頁
。〝
本
島
人
ノ
主
要
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
号
、
二
頁
。

(66
)
前
掲
『
台
湾
統
治
概
要
』、
一
一
八
―
一
二
〇
頁
。
秦
孝
儀
主
編
『
中
国
現
代
史
史
料
叢
編
第
二
集
台
籍
志
士
在
祖
国
的
復
台
努
力
』
中
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国
国
民
党
中
央
委
員
会
党
史
委
員
会
、
近
代
中
国
出
版
社
一
九
九
〇
年
、
導
言
一
―
三
頁
。

(67
)
｢支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
五
号
、
前
掲
『
十
五
年
戦
争
極
密
資
料
集
⑲
台
湾
島
内
情
報
・
本
島
人
の
動
向
』、
一
四
五
頁
。

(68
)
〝二
月
中
ノ
情
報
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
不
穏
言
動
等
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
八
号
、

三
―
四
頁
。〝
十
月
中
ノ
諸
諸
情
報
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
本
島
人
ノ
主
ナ
ル
対
時
局
不
穏
言
動
等
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」

第
二
六
号
、
二
―
三
頁
。〝
本
島
人
ノ
不
敬
罪
及
治
安
維
持
法
違
反
検
挙
事
件
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
三
〇
号
、
三
―
五
頁
、

ア
ジ
歴
C04122184700。

(69
)
｢支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
八
号
、
一
頁
、
ア
ジ
歴
C04120409800。

(70
)
｢支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
一
、
一
九
、
二
二
、
二
四
号
、
ア
ジ
歴
C04120509400、
C04120829700、
C04121226000、

C04121391700。

(71
)
｢支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
五
号
、
前
掲
『
十
五
年
戦
争
極
密
資
料
集
⑲
台
湾
島
内
情
報
・
本
島
人
の
動
向
』、
一
四
三
頁
。
前

掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
一
号
、
二
―
三
頁
。

(72
)
戦
時
日
本
の
植
民
地
政
策
が
抱
え
て
い
た
矛
盾
に
つ
い
て
、
前
掲
『
海
行
兮
的
年
代
：
日
本
殖
民
統
治
末
期
台
湾
史
論
集
』（
三
五
頁
、

注
三
）
も
参
考
に
な
る
。

(73
)
〝九
月
中
得
タ
ル
情
報
ニ
依
ル
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
種
言
動
調
査
表
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
三
号
、
五
頁
。

〝
十
月
中
得
タ
ル
情
報
中
本
島
人
ノ
対
時
局
主
ナ
ル
特
殊
言
動
調
査
表
〟、「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
一
四
号
、
五
頁
、
ア
ジ
歴

C04120649600。〝
九
月
中
ノ
諸
情
報
ニ
現
ハ
レ
タ
ル
本
島
人
の
主
ナ
ル
対
時
局
不
穏
言
動
〟、
前
掲
「
支
那
事
変
ト
本
島
人
ノ
動
向
」
第
二

五
号
、
四
頁
。
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